


!建設地のラン保全に関する報告

(本文 2ページ) 三橋俊治
移植した保全対象種の現状

01 移植したサイハイラン。 02 移植したハクウンラン、最後の株。

順調に生育している。

ハタウンラン無菌培養苗の植え込み (2 0 1 1年4月20日)
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03 各地点、に5芽ずつ植えこんだ。 04 地点①左 (A)現地の土のみ。3芽

植え込み。右 (B)現地の土+吸水ポリ

マー。2芽植え込み。

05 離水後ネットを掛ける。 06 地点② A3芽、 B2芽植え込み。
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07 植え込み地点③ 中央の支柱の場所。 08 地点③に植えこんだ苗。

09 植え込み作業 10 地点④ A3芽植え込み。

11 地点④ A 12 地点④ B 2芽植え込み。

13 地点④ B 
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201 1年4月20日植え込みのハタウンラン無菌培養苗の生育状況
(2012年3月31日)

14 地点① A 

16 地点② A 17 地点② B 

18 地点③ A 19 地点③ B 20 地点④ A 

22 地点④ A 花芽を付けた首
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第2回ハクウンラン無菌培養苗の植え込み (2012年3月31日)

23 植えこんだ無菌培養苗

25 今回は塊のまま植えこんだ。

フラスコに移植時は5芽。

24 Bの然現地の土と吸水

させたポリマー

26 植えこんだ状態。

27 右2011年植え込み、

左2012年植え込み。

28 タネ採り用栽培株

29 植え込み作業。
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婿玉県

1 )無菌発芽苗増殖

-産ハクウンラン無菌増殖事業

平成24年 7月 1日

日鉄環境エンジニアリング株式会社環境テクノ事業本部
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無菌培養首の培養状況

5本植え20ピンで 100本

平成24年7月

ビン内の苗の状態

5本植の苗が数十本に

増殖している

*馴化後の様子を観察すると、

1本ずつの植栽より、地下

茎で、つながった株立状で植

栽した方が成績は良かった。

このことから、ビン内で株

立状に培養することにした。

平成24年 7月



2011年ランネットワーク実生増殖の報告

2011. 7.16倉田英司

一一・ ハクウンラン A ，._一ー-ノ¥クウンラン B

ノ¥クウンラン C ノ¥クウンラン D
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2012年ランネットワーク実生増殖の報告

2012. 7. 7 倉田英司

ノ、クウンランD

*ハタウンランは4瓶共に順調に生育中

サイハイラン緑花 サイハイラン並花 サイハイラン並花

*サイハイランは3瓶共に枯死してしまった。 早期に大型瓶の培地へ移植が必要だったか。
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!建設地のラン保全に関する報告

三橋俊治 (カラー1ページ参照)

1 :無菌培養と栽培受託株の現状

1 )無菌培養フラスコ本数

ノ¥クウンラン 4本(倉田英司)

ササパギンラン 6本(佐藤友信)

サイハイラン 3本(倉田英司)

。培養者の報告

佐藤友信:ササパギンランは発芽後全く動きがなく、不成功。

倉田英司:サイハイランは生長が止まり枯死した。

日鉄環境エンジニアリング附に委託したハクウンランの無菌培

養に関しては別記(カラー5ページ)

2)栽培受託苗(鉢植え)

2007年栽培を受託した、自生地よりのハクウンラン・ササ

パギンランはすべて枯死した。ハクウンランに関しては、種子が

採れて無菌培養にかけることができた。

ll:移植した保全対象種の現状

.ハクウンラン

自生地よりA地区B地区の 2か所に移植した株は、 B地区の茎小片

(長さ数ミリ)1個を残すのみとなった。
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-サイハイラン

移植地で健全に生育している。 2012年3月現在7芽に増殖し(2

009年は3芽)、毎年開花している。

-ササノくギンラン

2009年7月以降移植地を見ておらず、現状は不明。

m:ハクウンラン無菌培養首の植え込みの報告

.2011年4月20日

自生地より移植した株が年々衰退傾向にあることから、 2009

年、日鉄環境エンジニアリング側に自生個体より採取した種子によ

る無菌培養のフラスコを渡し、増殖することを委託した。 2011 

年このうちの一部を、 「一- J敷地内に植えこむことにした。

2月14日、植え込み地の下見を行い、適度な土壌水分があり、

雨水による流失の恐れがないと思われる4か所を選定。当初3月中

旬に植え込みの計画で、あったが、東北大地震のため中止。移植適期

を少し過ぎていたが4月20日に植え込みを行った。

植え込みの方法

.フラスコ4本分の苗を植えこんだ。苗は事前にフラスコから出し、

プラスチックケースに入れて保存した。

・①~④の各地点に5芽ずつ植えこんだ。各地点に径約25cmのステ

ンレスの僚を2個並べて埋め込み(雨による苗の流失を防ぐために

各無に2芽または3芽の苗を植えこんだ。一方の飛には現地の土の

みを入れ (Aとする)、他方には現地の土に農園芸用土壌保水剤(三

菱化学アクアパーノレ)を土 1Q当たり 5g、段ボール片 7gを混入

した (8とする)。旅の周囲にも同量の土壌保水材を混入した。

・植え付け後、ニ価鉄イオン活力剤入りの水をかけ、湿度保持と害
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虫防除のために、無を白い寒冷紗で覆った。

V植え込み予定日が急に変更になり、フラスコから出して植え付け

るまで、 1か月以上空いたため、悪影響が懸念された。

V土壌保水剤が吸水して嵩が増して土が盛り上がった。

コの風氏が見回りの際に植えなおしてくださった。

.2012年3月31日

201 1年に植えこんだ地点①~④の苗の生育状態を観察し、そ

れぞれの近接地に新たに2回目の植え込みをおこなった。植え込み

の方法は、各地点とも一つの僚に植えこんだ。

201 1年には、固まっていた苗を1芽ずつにほぐして植えこん

だが、苗を損傷する恐れがあるため、今年は大きな塊のまま植えこ

んだ。土壌保水材はあらかじめ吸水させておいた。段ボールは混入

しなかった。

また、地点④には、園芸用界面活性剤(商品名 fサチコ.ライドJ

頼粒、オーストラリア製) 2 gを試験的に散布した。表面の腐植質

が乾燥して、水分の浸透を妨げることが予想されるので、少量の雨

でも地下部にまで浸透させる効果に期待。

.2011年植え込み苗の状況

地点①

A (現地の土のみ) 5芽。すべて良好。(植え込み数 3) 

B (土壌保水剤、段ボール入り) 3芽。すべて開花見込み。

良好。

(植え込み数 2) 

地点②

A 3芽+極小1。良好。(植え込み数 3) 

B 3芽。小。(植え込み数 2) 
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地点③

A 3芽。やや小さいが良好。葉色薄い。(植え込み数 3) 

B 3芽。良好。葉色濃縁。(植え込み数 2) 

地点④

A 4芽(1花芽あり)+極小1。良好。(植え込み数 3) 

B 7芽。小さいが生気あり。良好。(植え込み数 2) 

(ABに新たにサチュライドを散布)

-評価

植え込んでから 1年を経過したが、各地点とも植え込み数を維持、

または増殖が見られ、この時点では、予想を超える好成績で、あった。

恩11化期間なしに植えこんだこと、フラスコから出して、低温化に保

存してとは言え、植え込みまで1カ月以上経過していたこと、 20

1 1年の夏が高温で‘あったことなどを考慮すれば、生存個体数、個

体の状態ともに先に希望が持てそうな状況と言えるであろう。

地点④Bに関しては、植え込み時の写真もあり、記録に誤りはな

いはずなのだが、 3倍以上になっているという点、また株の散らば

りようなど、納得しにくいところがある。

このような結果が出たのは、日鉄環境エンジニアリング側の無菌

培養技術が優秀であったことに負うところが大で‘あったといえる。

言い換えれば、植え込み時の苗に十分な力があったための好結果で、

今後も同様の好結果が得られることを保証するものではないとも言

える。各地点の環境の適合性についても来年、 2011年、 12年

の植え込み株の状態を見たうえで評価したい。

-今後の計画

植え込み株の状況を見ながら、本事業が終了する20 1 4年度ま

で、毎年無菌培養苗の植え込みを行う。
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また、今年から植え込み株の人工授粉を行い、現地での実生発芽

の可能性を探る。同時に無菌培養苗を栽培し、可能な限り多くの種

子を採る。現地で播種実験を行い、共生菌の分布状況を把握して、

今後の植え込み地点の選定に生かしたい。

無菌培養苗の植え込みが第1段階とすれば、実生発芽が第2段階、

虫媒による結実、自然実生の発芽生育をもってして、この事業の完

結といえるが、環境適応能力の低いランであること、植え込み地の

選択の幅が極めて小さいこと、残された時間が限られていることを

思うと、希望的予測は持ち得ない。

カラ一ページ (1-3ページ)の写真説明

移植した保全対象種の現状

写真01 移植したサイハイラン。順調に生育している。

写真02 移植したハクウンラン、最後の株。

ハタウンラン無菌培養首の植え込み (201 1年4月20日)

写真03 各地点に5芽ずつ植えこんだ。

写真04 地点①左 (A)現地の土のみ。 3芽植え込み。

右 (8)現地の土+吸水ポリマー。 2芽植え込み。

写真05 漉水後ネットを掛ける。

写真06 地点② A3芽、 82芽植え込み。

写真07 植え込み地点③ 中央の支柱の場所。

写真08 地点③に植えこんだ苗。

写真09 植え込み作業

写真 10 地点④ A3芽植え込み。

写真11 地点④ A 

写真 12 地点④ 8 2芽植え込み。

写真 13 地点④ B 
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2011年4月20日植え込みの、ハタウンラン無菌培養苗の生育

状況

(201 2年3月31日)

写真 14 地点① A 

写真 15 地点① B 

写真 16 地点② A 

写真17 地点② B 

写真 18 地点③ A 

写真 19 地点③ B 

写真20 地点④ A 

写真21 地点④ B 

写真22 地点④ A 花芽を付けた苗

第2回ハクウンラン無菌培養首の植え込み (2012年3月31日)

写真23 植えこんだ無菌培養苗

写真24 Bの然 現地の土と吸水させたポリマー

写真25 今回は塊のまま植えこんだ。フラスコに移植時は5芽。

写真26 植えこんだ状態。

写真27 右20 1 1年植え込み、左2012年植え込み。

写真28 植え込み作業。

写真29 タネ採り用粉膏株
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ラン科植物保全活動経過報告

201 0年"-'2011年

2012年6月大賞一夫

1 )はじめに

ラン ・ネットワークが i Iで活動を開始したの

が1998年であるから、今から 14年前の事である。その年の 1

月に、東京都 緑地事務所管理課維持係長であった

氏に面会し、当時は「係長の個人的な判断でj としづ事で、どうに

か我々の活動が認められた次第であった。現地での活動に当たって

は、事前に計画書を提出し了解を得るというのは、現在まで続いて

いる。 係長には、度々現地作業に立ち合って頂いた。現在の維

持係長の 氏は、それから5代目であろうか。その後、歴代の担

当者のご理解・ご協力を戴き、今日まで公園での活動を続けてこら

れた訳である。

その聞に、都立公園の管理形態も変貌を遂げてきた。黒字団体で

ある東京都でも以前のようには人もお金もかけられなくなってきて

いるのである。上野・日比谷 ・ 寸 の直轄3公園を除いて、指定

管理者制度が導入され、管理の民間委託が進んだ。 でも公園

管理所が廃止され、公園案内所に看板が替わり、ここでも都の職員

が姿を消した。

一方で「協働j とし、う言葉の元で、行政側が民間のボランティア

団体の活動に頼る動きも顕著になってきている。この点からも、我々

ラン・ネットワークの活動は、より重みが増してきている。

現在では来園者に高い評価を戴いていると自負している圏内の

「武蔵野の野草圏jであるが、当初、計画書を提出した時点では、

管理課課長より「一民間団体に公圏内を占有させるのは如何なもの

か…」と疑問を呈され、当時の亡 係長が懸命に掩護射撃をしてく

れたのが、今となっては懐かしい昔話である。

さて、過去2年間での大きな出来事は、年3回の定期現地作業に
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際して、 高等学校生物部の顧問。 先生と

部員の方々にお手伝いを戴けるようになった事である。毎年平均年

令が上がる一方のラン ・ネットワーク会員にとって、若い力は何よ

りも有り難い事であるが、さらにそればかりでなく、ひとりでも多

くの若い世代に我々の活動を理解して貰う事 ・参加して貰う事は、

より重要な事である。

2)活動記録

過去2年間のL におけるラン ・ネットワークの活動は、

基本的には従前の活動の継続である。つまり春は、キンラン等の発

生数調査と人工受粉 ・袋掛け、エビネ園の整備および株数 ・芽数・

開花花茎数の調査である。夏には、マヤラン ・サガミランの出現数

調査、防虫ネットの整備。そして冬は採種・播種等である。

以下に、 )1慎を追って現地における活動内容の概略を述べる。

[2 0 1 0年]

1月24日:冬期定期現地作業

2月12日:播種試験

国立科学博物館-一 -一周物園から 支援研究員が来園し、

シュンラン ・マヤランの播種試験を行なった。大貫が立ち合う。シ

ュンランの種子は、予め前年3月29日に圏内自生株に人工受粉・

袋掛けを行なっておいたものを、マヤラン種子と一緒にL・~-一-植

物園へ送ったものである。以前の播種試験と同様に、ナイロンメッ

シュに挿んだ種子をスライドフィルム用マウントに装着し、地中に

埋設する。 3年後に回収し、リゾーム内の共生菌のDNAを解析す

る予定。

2月19日:播種試験前週の作業の残りを行なう。
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3月28日:クマガイソウ保護柵の設置

2005年2月に、東京都， 一市の旧家に保存栽培されてい

たクマガイソウの分け株、 3株6芽を{ー のO地区に植え込んだ。

直後の4月に、芽を出した6本中4本を抜き取られるという被害に

遭った。その後、殖えては盗られを繰り返し、 2009年秋には2

株各1芽だけとしづ状況になった。これ以上の盗掘被害を防止する

ために、 一緑地事務所の許可を得て、株全体を犬用ケージで

覆うこととした。

5月5日:キンラン人工交配・袋掛け

この年は、春の現地作業が会員の都合に因り 5月15日に予定さ

れた。それではキンランの開花期が過ぎてしまうので、この日に人

工受粉と袋掛けだけを行なった。

5月15日:定期現地作業

5月30日:オニノヤガラ 8本発生を確認

6月 8日:オニノヤガラ菌糸採取

i研究所の3 専士・4 ・先生が来園し、地中に在る

オニノヤガラの根状菌糸束を採取する。大貫が立ち合う。

7月19日:定期現地作業

[2 0 1 1年]

1月23日:定期現地作業

キンランの種子を、最近キンラン・マヤランが出現し出したJ地

区に播種。
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4月29日 :定期現地作業

5月 4日:キンラン人工受粉 ・袋掛け追加

この春は寒い日が続き、 4月29日の時点ではキンランの開花が

遅れていた。

6月26日:オニノヤガラ確認できず

A地区ではここ数年オニノヤガラの発生数の減少傾向が続いてい

たが、この年は1本も確認できなかった。なお、オニノヤガラは、

ラン ・ネットワークが一-~~で活動を開始して以来、 A地区のみで

出現している。

7月16日:ラン ・ネットワーク総会

総会が東京都武蔵野市吉祥寺で開催され、それに先立つてi

「 で現地見学会を行なう。

7月17日:定期現地作業

今回から| 生物部が参加。

1 0月29日:クマガイソウ入手

東京山草会会員の ー l氏の紹介に依り、東京都稲城市の梨栽

培農家である~..~. _ .~. J氏栽培のクマガイソウを分けて戴く。この株は、

かつて神奈川県津久井湖南岸で、自生株を採取したものと言う。

1 0月30日:クマガイソウ植込

前記の3株を{プニι]10地区に植え込む。明細は次の通り。
①A株 6芽付き(内花芽3)

②B株 l芽付き(内花芽1) 

③C株 2芽付き(内花芽1) 
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1 2月25日:定期現地作業

A.H.F地区でキンラン種子を線状に播種。

3)キンラン

調査地区内においてキンランは、 09年一 107本、 10年一 1

47本、 11年一 198本、と順調に増えている。特にH地区では

201 0年から実生小苗が多数発生しており、 11年だけでも 20

本以上の実生が新たに出現したと思われる。またここでは、ンュンラ

ンの実生も 10本以上発見された。 H地区は、 02年以前はマヤラ

ン・サガミランの発生がほとんど見られなかった場所だ、ったが、 0

3年より大発生が始まった場所で、もある。さらに、調査区域外でも、

キンラン・シュンランの実生がかなりの密度で発生している場所が

ある。

これらの現象は、土壌中での局所的な共生菌の活性化の結果では

なし、かと想像される。こうしづ現象を目のあたりにすると、「播かぬ

種は生えぬJとは言うものの、いくら播いたところで「共生菌の居

ない所に播いても無駄ではないかJという気にさせられる。とは言

うものの、共生菌が活性化している場所が、人の目では感知できな

い以上、「数打てば当たるJ式に播種を続ける以外に、現時点では方

策がなさそうである。

4)エビネ園

エビネ閣のエビネの花茎数は、 07年一803本、 08年一 754本、 09

年-670本、 10年一384本、 11年一31 6本である。ここ数年は、年々

減っており、特に 10年以降は酷い状況である。原因は、継続的な盗掘に加え、

1 0年夏の高温と皐魁が考えられる。一方毎年の事であるが、エビネ圏内の一

部に非常に生育が旺盛な場所があり、それからすると高温よりも水不足の影響

の方が決定的なようである。昨年には潅水用のホースを購入しており、今後は

渇水期にも十分な水遺りをする積もりである。

以上
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環境省RDBにおけるラン科植物絶滅危倶種名

修正の必要性について

一絶滅種(EX)，絶滅危慎種1A類(CR)，絶滅危慎種18類(EN)

及び準絶滅危慎(NT)ー

明治大学法学部教授・弁護士

夏井高人

環境省レッドデータブック (RDB)において絶滅危倶種として指

定されているラン科植物の中には，指定それ自体及び種名の選択等

において問題なしとすることができないものが多々含まれているこ

とは周知のとおりである。

それら問題のある指定等の中で，学説上の見解の相違に基づくも

のについては更に調査研究を重ねた上で最終的な判断がなされるべ

きものと考えられる。

しかし， 2012年6月 l日現在，世界レベルで承認されており，学

説上の見解の相違がない(または，異論があっても無視してよし、)

と判断可能な種名等については，至急修正すべきものと考えられる。

CITESにおける記載上の混乱を防止する必要性や法適用上の誤りを

防止する必要性があるからである。

とりわけ，罰則(刑事罰及び行政罰)の適用や行政規制のある種

については，環境大臣による指定の誤りが，不当に国民の権利自由

を違法に(科学的かつ明確な根拠に基づかないで)制限する結果と

なり，そして，国家賠償責任の原因となり得るものであることから，

憲法違反として無効になることを肝に銘ずべきである。また，環境

省の指定にならい制定されている地方自治体の保護条例等について

も同様に考えなければならない。

そこで，種名に関する関連資料等を精査した結果，絶滅 (EX)，絶

滅危倶IA類 (CR)，絶滅危倶1B類 (EN)及び準絶滅危倶 (NT)
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として指定されているラン科植物中の下記のものについては，上記

のような意味で指定種名の変更を要する(または，要否について検

討すべき緊急の必要性がある)と判断した。ただし，植物分類学上

の見解の相違のあるものが含まれており，今後，専門家による綿密

な調査研究が望まれる。

[注記]

他のラン科植物と同一種であると推定されるものの，日本国においては

固有種等として頑迷な意見が述べられている種(変種・亜種等)について

は，不毛な争いを避けるため害IJ愛したものがある。すなわち，本稿は，網

羅的ではない。

URLや学名等を含め，基本情報は2012年6月1日現在のものである。

学名の命名者中で.Carl von Linneだけは，便宜.ILjと表示しである。

絶滅(EX)

ツシマラン

環境省RDBでは fツシマラン Evr溜dianthepoilaneiJとして指定されてい

るが.fツシマラン Odont∞hilus poilaneiJとすべきである。

{学名]

Odont∞hilus poilanei (Gagn叩山)Om問。d2∞2
1異名]

Basion戸n:

Evrardia戸i1aneiGagn叩ain1932. 

S戸10n戸ns:

He凶伺apoilanei (Gagn叩ain)li釦g釦dWang1951; 

Evrardi釦 thepoilanei (Gagn叩ain)Rauschert 1983; 
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E清志rdi釦apoilanei (Gagnepain) Averyanov 1988; 

Chamaeg部位。diapoilanei (Gagnepain) Seidenfaden and A. N. Rao ex 

Seidenfaden 1994. 

[和名]

対馬蘭

[中国名]

葉爪葉唇断 (chi油aochi chun lan) 

{参考]

Kew 

h即://apps.kew.orglwcsp/namedetail.do?name_id=255785

Plant List 

http://www.th叩l叩 tlist.orgltpνr民0吋lkew-255785

Tropicos 

http://www.tropicos.orgINamelI00230850 

F10ra ofChina Vol. 25 Page 80，81 

同 ://www.efloras.orglf1ora凶 onぉpx?f1ora_id=2&taxon_id=250092459

ジンヤクラン

環境省RDBでは Iジンヤクラン Renan出eralabrosaJとして指定されて

いるが， rジンヤクラン Odontochilus poilaneiJとすべきである。

[学名l

Arachnis labrosa (Lindley & Paxton) Reichenbach f. 1886 

1異名]

Basion戸n:

Arh戸lchiumlabrosum Lindley & Paxton 1851. 

S戸lon戸ns:

Arachnanthe bilinguis (Reichenbach f.) Bentham 1881; 

Armodorum labrosum (Lindley & Paxton) Schlechter 1911; 

Arrh戸lchiumlabrosum Lindleyex J. Paxton 1853: 
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Renanthera bilinguis Reichenbach f. 1881; 

Ren釦theralabrosa (Lindley & P制 on)Reichenbach f. 1855. 

[和名]

腎約蘭

[中国名}

窄唇蜘未聞(出aichun zhi zhu lan) 

[参考]

Kew 

h即:I/apps.kew.orglwcsplnamedetail.do?name_id= 13685 

Tropicos 

http://www.tropi∞s.o喝/Namel50115例4

Swiss Orchid Foundation 

htゆゾ'/0民hid.unゐ出.ch/phpMyH抽出凶nl304063/1////:勾蹴imen.php

F10ra ofChina、'01.25 Page 466 
h叩ゾ'/www.efloras.orglflorataxon.aspx?flora_id=2&凶 onid=2∞028531 

絶滋危倶種IA類(CR)

ミスズラン

環境省RDBでは fミスズラン h油田orysjaponensisJとして指定されて

いるが， rミスズラン Andr∞orysp凶 ill凶 j とすべきである。

{学名l

Androcorys p凶iII凶(Ohwi&印刷yama)Mおおnune1963 

[異名]

B笛ionym:

Herrninium p凶iIIumOhwi & Fukuyama 1934. 

S戸】on戸ns:

Androcorysjaponensis F. Maekawa 1936; 
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Androcoηsp凶ilIa(Ohwi & Fukuyama) T.S. Liu & H.J. Su 1978; 

Androcorys pusillensis (Ohwi & F此uyama)S.S. Ying 1977; 

Androcorys p凶ilIum(Ohwi & F山uyama)S.S. Ying 1977. 

l和名]

三簿蘭

[中国名]

小兜蕊蘭(幻aodou rui 1叩)

{参考]

Tropicos 

http://www.tropicos.orgIName/50023224 

Plant List 

http://www.theplantlistorgltpVr民0吋lkew-8984

円oraofChina Yol. 25 Page 163 

http://www.efloras.orglflorataxon.笛px?flora_i付加xon_id=242412180 

ジョウロウラン

環境省RDBでは「ジョウロウラン Dis開risphilippinensisJとして指定さ

れているが.rジョウロウラン Disperis neilゆerrensisJとすべきである。

[学名]

Disperis neilgherrensis Wi酔t1851 

[異名]

S戸10n戸ns:

Disperis javanica JJ. Smith 1914; 

Dis戸市lantauensisS.Y. Hu 1972; 

Di叩erisorientalis Fukuyama 1936; 

Dis戸市palawensis(Tuyama) Tuyama 1940; 

Disperis pap凶 naMicholilZ & K泊皿1in1900; 

Dis戸市philippinensisSchlechter 1911 ; 

Dis戸市m吋oneuraSch1配 hter1905; 
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Dis戸市siamensisRolfe ex Downie 1925; 

Dis戸市teleplanaF. Maekawa (invalid) 1974; 

Dis戸市walkeraeReichenbach f. 1876; 

Disperis zeylar討caTi巾nen1885; 

Dispe出zeylanica1:巾羽田var.neilgh釘樗nsis(Wight) Pradh釦 1976;

P叩tlingiapalawensisσu戸ma)Rauschert 1983; 

Stigmatodactylus pa)awensis Tuyama 1939; 

[和名]

上勝間

[中国名]

双袋醐 (sh蜘 g也ilan) 

[参考]

Tropicos 

h叩:I/www.tropicos.o喝lName/50022957

Plant List 

h即ゴ~www.theplantlislorgltpVreco吋Jkew-63185

S叩ssOn:hid FOWl白tion

http://orchid.Wlibas.chlphpMyH的 ariuml20469391llDisperislneilgherrensisfWight

Robert勾>eeimen.php

Flora ofChina Vol. 25 Page 165 

http://www.efloras.orglflorataxonぉpx?flora_id=2&臥 on_id=25∞92527

ホソフデラン

環境省RDBでは Iホソフデラン Erythrod田 fonnosanaJとして指定されて

いるが. rホソフデラン E予如吋esblumeiJとすべきである。

[学名]

自明如。d白 blumei(Lindley) Schlechter 1905 

1異名]

Basion戸n:
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Physurus blumei Lindley 1840 

Synonyms: 

Ery也氏xl田 brevicalcarJ. J. Smith 1922; 

Erythrod田 chinensis(Rolた)Schlechter 1914; 

E守山rod田 fonnosanaSchlechter 191 9; 

Eryth副首henryiSchlechter 1鮒;

E叩伽00白出聞出eraeC.L. Yeh & C.S. Leou 2∞6; 
Micl明 hilusblumei (Lindley) D. Die出ch1852; 

Physurus chinensis Rolfe 1896; 

Phys凶ushenryi (Schl配 ht釘)K. Schumann & Lauterbach 1卯5.

[和名]

細筆削

[中国名]

柑唇醐 (qianchun lan) 

[参考]

Plant List 

http://www.thepl加 tlist.org'tpVrecordlkew-721 06 

Tropicos 

http://www.tropicos.o屯!Namel50021 768 

Swiss Orchld Foundation 

http://orchld.unibas.chlphpMyH釘もarium/2046494/1111Isp舵 imen.php

Ftora ofChina Vol. 25 Page 56， 57 

http://www.efloras.org'白orataxon.ぉpx?flora_id=2&臥 on_id=242426499

タカサゴヤガラ

環境省RDBでは fEulophiataiwanensis) Jとして指定されているが fタカ

サゴヤガラ Eulophia dentataJとすべきである。

[学名]

Eulophia dentata Ames 1911 
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[異名]

S戸lon戸ns:

Eulophia gramin伺 Lindleyvar. k.itamurae (M能訓une)S.S.Ymg 1977; 

Eulophia k.itamurae Mぉarnune1932 

Eulophia segawae Fukuyarna 1934; 

Eulophia凶W釦匂lSisHayata 1911; 

Eulophia taiwanensis Hayata var. k.itamurae (Mぉarnune)Mぉarnune1932. 

{和名]

高砂矢柄

[中国名]

宝島美冠蘭 (baodao mei guan lan) 

{参考]

Plant List 

http://www.thepl釧 list.orgltpllreco吋lkew-77534

Tropicos 

h討p:llwww.tropicos.o屯小larnel5∞31269
Flora ofChina Yo1. 25 Page 253， 255 

http://www.efloras.orglflorataxonぉpx?flora_id=2&taxon_id=242443 1 17 

ヒゲナガトンボ

環境省RDBでは Iヒゲナガトンボ Habenaria flagellifera v釘'.yosiei) Jとし

て指定されているが， rヒゲナガトンボ Peristylus densusJとすべきである。

[学名l

Peristy1凶 densus(Lind1ey) Santapau & Kapadia 19ω 

[異名]

B出 lon戸n:

Coeloglosswn dens凶nLindley 1832. 

S戸lon戸ns:

Coeloglosswn cemu凶nReichenbach f. 1855; 
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Coeloglossum flagelliferum (M必叩0)Maximowiczex M必也101902;

Coeloglossum peristyloid田 Reichenbachf. 1856; 

Coeloglossum tenue Lindley (invalid) 1834; 

Glossula passerina Gagnepain 1934; 

Habenaria atr溜nentariaK泊nzlin1921; 

Habenaria burc加eroid田 Schl配 hter1919; 

Habenaria dankiaensis Gagnepain 1932; 

Habenaria eVJ司uiiGagnepain 1931; 

Habenaria f1agellifera Makino 1892; 

Hab匂lariaf1agellifera M必匂10var. yosiei H. Hara 1977; 

Habenaria hiugensis Ohwi 1936; 

Habenaria negl配taKing & Pantling 1897; 

Habenaria戸sserina(Ga伊epain)Tang & F.T. Wang 1951; 

H油田aria泊tsumanaOhwi 1936; 

Hめenariastenostachya (Lindley臥 Benth創n)Benth釘n1861; 

Habenaria stenostachya (Lindley ex Bentham) Bentham subsp. burchneroid回

(Schl納町)S∞1929;
Peristylus f1agel1ifとr(M也ino)Ohwi 1953; 

Peris刷出hiugensisOhwi 1936; 

Peristylus negl配tus(King&P卸 tling)K泌nzlin1901; 

Peristyl山田ts凶n加凶Ohwi1936; 

Peristylus stenostachyus (Lindley ex Ben出納)K品目din1898; 

Peristylus xanthochlorus Blatter & McCann 1932; 

Platanthera stenostachya Lindley ex Bentham 1855. 

{和名]

髭長崎生令?

i中国名]

狭穂澗蕊欄 (xiasui kuo rui lan) 

[参考]

Plant List 
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h伏p:l/www.th叩lantlistorgltpν'recordlkew-150424

Tropicos 

httpゴルww.tropi∞s.o喝/NameJ235ω454

Flora ofChina Vol. 25 Page 138， 139 

h叩://www.ef1oras.orglf1orataxon.aspx?f1ora_id=2&凶 onid=242444554 

オオキヌラン

環境省RDBでは fオオキヌラン Helerozeuxine nervosa) Jとして指定され

ているが. rオオキヌランZeuxinenervosaJとすべきである。

[学名]

Zeuxine nervosa (Wallich ex Lindley) Trimen 1885 

1異名]

Basion戸n:

Mon凹 hilusn釘vos凶 Wallichex Lindley 1840. 

S戸lon戸ns:

Adenostylis form出制a(Rolfe) Hayata 1917; 

Adenos刷iszamboangensis Ames 1923; 

Hapl田 hil凶 n釘vosus(Wallich ex Lindley) D. Die出ch1852; 

Hωeria nerv，ωLindley回 Wallich(invalid) 1832; 

Heteroze以 inen釘vosa(Wallich ex Lindley) T. HashimolO 1986; 

Zeuxine cognata Ohwi & T. Koyama 1957; 

Zeuxine fluvi也Fuku戸ma1933; 

Zeuxine formo泊naRolfe 1895; 

Zeuxine hengchu組問seS.S. Ymg 1977; 

Zeuxine somae Tuyama 1936; 

Zeuxine vittata Rolfe ex Downie 1925; 

Zeuxine zamboangensis (Am田)Ames1938. 

[和名}

大絹蘭
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[中国名]

芳香線柱蘭(伽19xi釦gxian zhu 1釦)

[参考]

Plant List 

h叩ゴiwww.出叩l釦tlist.org/ゆIIr配 0吋Jkew之15714

Tropicos 

http://www.tropicos.o電/Namel23526135

Swiss Orchid Foundation 

http://o陀hid.unibas.chlphpMyHerも叩ωnJ3038551l////sp民 imen.php

Flora 0 f China Yol. 25 Page 71， 74 

h即://www.ef1oras.org/日ora臥 on.aspx?f1ora_id=放出on_id=242355665

コハクラン

環境省RDBでは，rコハクランKitigorchisitoanaJとして指定されているが，

fコハクラン Oreorchis ito加 aJとすべきである。

[学名]

oreo陀hisitoana (F. Maekawa) Pemer 2ω4 

[異名]

Basion戸n:

Kitigorchis itoana F. Maekawa 1971 

[和名}

続E自!簡

[参考]

Kew 

h即://apps.kew.org/wcsplnamedetail.do?nameid=256218 

Plant List 

h即://www.thep1antlist.org/tpllr'配 0吋Jkew-256218 

Tropicos 

http://www.tropi∞s.o喝/Namel100234733
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キパナコクラン

環境省RDBでは， rキパナコクランLiparisnigrョvar.s∞tenzanensisJとして

指定されてし、るが. rキノ〈ナコクラン Liparls sootenzanensisJとすべきである。

[学名}

Liparis s∞tenzanensis Fukuyama 1933 

[異名]

S戸lon戸ns

Diteiliss∞tenzanensis (F時U戸ma)M.A. ClemenlS & D.L. Jon回 2∞5;
Liparis macrantha Rolfe var. s∞tenzanensis (Fukuyama) S.S. Ying 1977; 

Liparis凶gョSeidenfadenvar. s∞tenzanensis (F出u戸ma)T.S. Liu & H.J. Su 

1978; 

Liparis pirifonnis Szlachetko 1993; 

Liparis tixieri Guillaumin印刷.

[和名l

黄花黒麟

[中国名]

挿天山羊耳蒜 (chatian sh叩 yanger suan) 

[参考]

Kew 

http://apps.kew.orglwcsplnamedetail.do?name_id= 1131 % 

Plant List 

http://www.th叩lantlisl.orgltpllreco吋lkew-113196

Tropicos 

httpゾ'/www.加 picos.orgINamel5∞26937
Aora of China Vol. 25 Page 212， 219 

http://www.efloras.orglflorataxonぉpx?flora_id=2&taxon _id=242329871 

クロカミラン
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環境省RDBでは， rクロカミラン Orchis grョminifoJiav釘".kurokamianaJと

して指定されているが，rクロカミラン Ponerorchis kurokamianaJとすべき

である。

l学名]

Ponerorchis kurokamiana (Hatusima & Oh叩)J.M.H. Shaw 

[異名]

Basionym: 

Orchis kurokamiana Hatusima & Ohwi 1943 

S戸10n戸ns:

Amitostigma kurokamiana (Hatusima & Ohwi) Ohwi 1953 

Amitωtigma kurokami卸m 例atusima& Ohwi) Ohwi 1953 

Orchis grョminifolia(Reichenbach f.) T. Tang & F.T. Wang var. kurokamiana 

(Hatusima & Ohwi) Ohwi 1965 

Orchis kurokamiana Hatusima & Ohwi 1943 

Ponerorchis graminifolia Reichenbach王var.kurokamiana (Hatusima & Ohwi) 

T. Hashimoto 1987 

Pon例代hiskurokamiana (Hatu:sima & Ohwi) F. Maekawa 1971. 

[和名l

黒髪醐

[参考]

Kew 

http://apps.kew.orglwcsplnamedetail.do?name_id=259436 

Plant List 

http://www.th句lantlist.orgltpllr民 0吋lkew-259436

Tropicos 

http://www.tropicos.o弔lNamell00245738

守Yゲカヤラン

環境省RDBでは Iマツゲカヤラン Saccolabium ciliareJとして指定されて
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いるが， rマツゲカヤラン Gおむ明hil凶 ciliarisJとすべきである。

[学名l

Gastrochilus ciliaris F. Maekawa 1936 

[異名]

basion戸n:

Saccolabiwn cilia陀(F.Maekawa) Ohwi 1956 

1和名l

臨毛権簡

[中国名i

縁毛盆距蘭 (yuanmao問 ljUlan) 

[参考]

Kew 

http://apps.kew.o屯/wωplq鈴arch.doj詑ssionid=F2F7CFDAE7D3E5304669DFI A 

5C88ABB7 

Tropi∞s 

http://回 pi∞s.o喝/Namel5∞33826
Aora ofChina Vol. 25 Page 492，497 

http://www.ef1oras.orglf1ora凶 onぉpx?f1ora_id=2&臥 on_id=24241323 I 

絶滅危倶 18頬(EN)

タイワンエビネ

環境省 RDBでは Iタイワンエビネ Calanthe formosanaJとして指定され

ているが，rタイワンエビネ Calanthe speciosaJとすべきである。

[学名]

Cal釦theゃecio泊 (BI凶ne)Lindley 1833 

1異名l

26 



Basion戸n:

AmblygloltIs s戸:!CiosaBlume 1825; 

S戸10n戸ns:

Alismork.is sco口氏hinii(Hooker f.) Kuntze 1891; 

A1ismork.is speciosa (B1ume) Kuntze 1891; 

Calanthe disticha Tang & F.T. Wang 1974; 

Cal加 theformosana Rolfe 1895; 

Calanthe patsinensis S.Y. Hu 1972; 

Cal加 thepulchra (Blume) Lindley v釘'.formosana (Rolぬ)S.S. Ying 1977; 

Calanthe scort民hiniiH∞kerf.189O; 

Calanthe yushunii K. Mori & Yamamoto 1932 

[和名]

台湾海老根

[中国名]

三列葉蝦脊蘭(町lieye xiaji lan) 

[参考]

Kew 

h即://apps.kew.orglwcsp/namede凶I.do?name_id=304 19 

Plant List 

http://www血eplantlist.orgltpVr配0吋lkew-3似19

Tropicos 

http://www.tropi∞s.o屯lName/50030308

Swiss Orchid Foundation 

http://orchid.unibas.chlphpMyHerもariuml2044616/llIlIsp民imen.php

F10ra ofChina Vol. 25 Page 293，296 

http://www.efloras.orglflorataxonぉpx?flora_id=2&凶 onid=242412436 

チクセツラン

環境省RDBでは「チクセツラン Corymbork.is subdensaJとして指定され

ているが， rチクセツラン Corymbork.isvera出foliaJとすべきである。
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[学名]

Corymborkis vera出folia(Reinwardt) Blumc 1859 

1異名]

Basion戸n:

Hysteria verョ出foliaReinwardt 1826 

S戸10n戸ns:

Arundina tahltensis Nad回ud1873; 

ChIoidia confusa Ames 1908; 

Corymbis vera出fo1ia(Reinwardt) H. G Reichenbach 1865; 

Corymbis angusta Ridley 1906; 

Corymbisan思lStifoliaMique1 1861; 

Corymbis batjanica J.J. Smith 1909; 

Corymbis brevistylis H∞kerf.189O; 

Corymbis con向調(Am回)Schlechter 1911 ; 

Corymbis disticha但reda)Lindley 1854; 

Corymbis exal匂taSch1配 hter1911; 

Corymbis lauterbachii Schlechter 1911; 

Corymbis ledermannii Schl配hter1921; 

Corymbis 10ngiflora H∞ker f. 1890; 

Corymbis minor Schlechter 1911; 

Corymbis rhytid∞arpaH∞k釘 f.189O;

Corymbis回kisimensis(P山uyama)M部amune1964; 

Corymbis subdensa Schl配hter1卯6;

Corymbis truk釘1SisTuyama 1940; 

Coηmbo水isan忠則ifolia(Miquel) Kuntze 1891; 

Corymborkis釦思lStissimaJ.J. Smith 1927; 

Corymborkis部組micaBlume 1859; 

Corymbo水isbatiar泊ω(JJ.Smith) JJ. Smith 1930; 

Corymborkisb閃vistylis(H∞ker f.) Ho1ttum 1953; 
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Co叩mbo水jsconfu回(Ames)Ames 1915; 

Corymbo水is100釘m釘mii(Schlrecht釘)Fukuyama 1941; 

Corymborkis longiflora (H∞k町仁)Bぽkill1935; 

Corymborkis parviflora JJ. Smith 1928; 

Corymborkis rhytid民街抑制∞k訂正)Holttum 1953; 

Corymborkis ruttenii J.J. Smith 1928; 

Corymborkis sakisimensis Fuku戸ma1941; 

Coηmbo水lSSU凶ensa(Schl民hter)Fukuyama 1941; 

Corymborkis 位。pidiifoliaJ.J. Smith 1935; 

Corymborkis trukensisσ'uyama) Fukuy加na1941; 

Corymbo此isvera出向lia(Reinw副 t)Blume var. lauterbachii (Schlecht釘)F.N. 

Rasmussen 1977; 

Maα。s刷isdisticha Br吋a1828; 
Rhynch印 therapaniculata Blwne 1826 

1和名]

竹節蘭

i中国名]

管花蘭(思凶lh凶lan)

l参考]

Kew 

h即://apps.kew.orglwcsplnamOOetail.do?name_id=48174

Plant List 

h即://www.出叩lantlisl.orgltpllrecord/kew-48174

Tropicos 

h即://www.tropicos.o屯川制el50195534

Swiss Orchid Foundation 

http://o陀hid.unibぉ.chlphpMyHerも叩凶nl306963/1//I/sp配 imen.php

Flora of China Vol. 25 Page 197 

h即ゴ'lwww.efloras.orglflorataxon.出px?flora_id=2&臥 on_id=25∞92577
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サガミラン

環境省RDBでは fサガミランモドキ Cymbidium macrorhizon f. aberransJ 

として指定されているが， rサガミラン CymbidiumaberransJとすべきであ

る。

i学名}

Cymbidium abeη百1$(Finel) Schl配hl釘 1919

1異名]

Cymbidium maαo出回nLindley fotma aben加1$(Schl舵hler)H. Takahashi & 

Ohba; 

Cymbidium maα。市立onLindley var. abeη加1$(Finel) P. J. Cribb & Du Puy; 

Cymbidium nipponicum (Franchel & Savatier) M紘加ofotma回gar凶匂蹴(N紘ai)

Sugimolo; 

Cymbidium臼伊miense(ト地ai)M紘ino& Nemolo; 

Pach同也加山田酔miensisNakai; 

YOaJ甘aab釘ransFinel 

[和名]

相模蘭

[参考]

Tropicos 

http://www.回pi∞s.o屯lNamel5∞13220
MOlomura， Selos民 Martos，Kagawa釦dYukawa， Mycohelerotrophy evolved 

fromm以o回phicanc邸lors:eviden偲 inCymbidium (Orchi白C回 e)

hllp:l/www.cyprien .. derc.comlselos話/Ann_Bol・2010・MOlomura..573..81.凶f

[注意}

Kewではマヤラン (Cymbidiummacro巾izon)と同一種として扱っている。

キパナノi!';Iコク

環境省RDBでは IキバナノセッコクDen命。bium10saenseJとして指定さ

れているが.rキパナノセッコク Den企obiumcalenaωmJとすべきである。
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[学名]

Oendrobium catenaωm Lindley 

[異名]

Callista s出ckJandiana(Reichenbach f.) Kuntze; 

Oendrobium funiush釦enseT.B. Chao， Z.X. Chen & Z.K. Chen; 

Dendrobium huoshan釘lSeZ.Z. Tang & SJ. Cheng; 

Oendrobium officinale Kimura & Migo; 

Dendrobi凶n戸時・faurieiHayata; 

Oendrobiwn s出cklandianumReichenbach f.; 

Dendrobiwn tωaense M成ino;

Oendrobium tosaense M必也10V釘.戸時fauriei(Haya凶)Mぉamune

[和名]

黄花石斜

l中国名]

黄石餅(h凶ngshi hu) 

!参考]

Kew 

httpゴ'/apps.kew.orglwcsplnamedetail.do?name_ id=57343 

Plant List 

http://www血叩JantJjst.orgltpν蹴 0吋/kew-57343

Tropicos 

http://www.tropi∞s.o屯/Namel5∞36952
Swiss Orchid Foundation 

http://orchid.unibas.chlphpMyHerb初出nl3例437/1////specimen.php

F10ra ofChina Yol. 25 Page 372，382 

http://www.efloras.orglflorataxonぉpx?flora_id=2&凶 on_id=242317237

リュウキュウセッコク

環境省RDBでは Iリュウキュウセッコク EriaovataJとして指定されてい
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るがI rリュウキュウセッコク PinaliaovataJとすべきである。

{学名l

Pinalia ova匂(Lindley)W. Suarez & c∞1田 2009

1異名]

Eria luchuensis Ya匂be;

Eria nudicaulis Hayata; 

Eria ovata Lindley; 

Eria ovね Lindleyvar. relrOflexa (Lindley) Garay & H. R. Sw舘 t;

Eria relrOflexa Lindley; 

Pinalia retrof1exa (Lindley) Kunほ

{和名]

大綾蘭

[中国名]

大脚筒 (dajiaotong) 

[参考]

Kew 

h即://apps.kew.orglwcsplnamedetail.do?name_id=45卯75

Tropicos 

http://www.lrOpi∞s.o喝/Name/100352374

S叩ssOrchid Foundation 

http://orchid.山由as.chlphpMyHerb白山nlI82274/111//:ヰ脱出en.php

刊oraofChina Yol. 25 Page 352，354 

http://www.ef1oras.orgl自ora以 on.aspx?t1ora_id=2&taxon _id=25∞92751 

ジャコウキヌラン

環境省RDBでは fジャコウキヌラン HeterozeuxineodorataJとして指定さ

れているがI rジャコウキヌラン ze以ineodorataJとすべきである。

{学名]
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Zeuxine odorata Fukuyama 1936 

1異名]

Heterozeuxine odorata (Fuku戸ma)主Hashimoto;

Zeuxine hoshiana Ohwi 

{和名]

鵬香組閣

l中国名]

香線柱簡 (xi加 gxian zhu 1an) 

[参考]

Kew 

http://apps.kew.org/wωp/namedetai1.do?name id=215719 

Plant List 

http://www.theplantlist.org/tpVreco吋lkew-215719

Tropicos 

h叩ゾ'/www.tropicos.o弔/Namel235142“
Aora of China Vo1. 25 Page 71， 73 

http://www.ef1oras.org/f1orataxon.aspx?tlora _ id= 2&臥 on_id=242355“7

カンダヒメラン

環境省、RDBでは fカンダヒメラン MalaxiskandaeJとして指定されている

が， fカンダヒメラン CrepidiumkandaeJとすべきである。

[学名l

Crepidium kandac (Hashimoto) Margonska 2∞2 
{異名]

Ma1axisk卸 dacHashimoto 

l和名]

神田姫蘭

[参考}
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Kew 

h即ゴ~apps.kew.orgjwcsp/namede凶l.do?name_id=23489 1 

Plant List 

http://www.th叩l加 tlisl.orgjtpVreco吋lkew-234891

Tropicos 

http:l，川ww.tropicos.o怒川amell00 1 7308 1 

ヤチラン

環境省RDBでは fヤチラン MalaxispaludosaJとして指定されているが.

Iヤチラン H釦 unarbya戸ludosaJとすべきである。

[学名I

H釘run釘byapaludosa (L.) Kuntze 1891 

[異名]

Epipactis paludosa (し)F.W. Sclunidt; 

H創runarb戸 paludosa(L.) Kun包evar. rob凶 taVenneulen; 

Malax.is paludo姐(L.)Swartz; 

Malax.is palus出s(Hudson)町chard;

op胎yspaludo却し;

句hryspal凶出sHudson;

orc悩spaJudosa (L.) Pallas; 

Stunnia paludlosa (L.) Reichenbach 

[和名]

野地麟

[中国名]

原沼蘭(抑制油aol釦)

[参考]

Kew 

http://apps.kew.orgjwcsplsynonomy.do?name_id=96077 

Pl釦tList 
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h叩:llwww.th叩lantlist.orgltpllr，民0吋lkew-9ω77

Tropicos 

hゅ:llwww.tropi∞s.o弔庁、Jamel235I 1855 

Swiss Orchid Foundation 

httpゾ'/orchid.unibas.chlphpMyHerもariwnl307930ハ1IIIsp配 imen.php

ムカゴトンボ

環境省RDBでは fムカゴトンボ P釘istyl凶 flagelliferJとして指定されてい

るが， rムカゴトンボ PeristylusdensusJとすべきである。

[学名]

Peristyl凶 densus(Lindley) Santapau & Kapadia 1960 

1異名]

Coeloglossum densum Lindley; 

Coeloglossum f1agelliferum仏1akino)Maximowicz ex M法ino;

Glossulap誌記巾1aGagn叩ain;

Habenaria atr百nentariaKraenzliin; 

Habenaria b山℃加eroid白 Schl配:htぽ;

Habenaria dankiaensis Gagnepain; 

Habenaria evr首diiGagn叩ain;

Habenaria f1agellifera M紘ino;

Habenaria negl民taKing & Pantling; 

Habenaria p出回rina(Gagnepain) Tang & F. T. W:釦 g;

Habenaria stenostachya (Lindley ex Bentham) Benthωn; 

Habenaria stenostachya subsp. burchneroides (Schl民hter)SOO; 

Peristylus flagellifer (Makino) Ohwi; 

Peristylus negl民 IUS(King& P釦 tling)Kra釘lzIin;

Peristyl凶 stenos凶chyus(Lindley ex Bentham) Kraenzlin; 

Peristylus x釦 thochlorusBlatter & McCann: 

Platanthera stenostachya Lindley ex Benth創n
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[和名]

零余子蛸蛤

[中国名]

狭穂、澗蕊簡 (xiasui kuo rui 1釦)

[参考]

Kew 

httpゾ'/apps.kew.orglwc叩Inamedetail.do?name_id= 150424 

Plant List 

http://www.th叩l加 tlist.orgltpνreco吋lkew-150424

Tropicos 

h即ゴ/www.tropi∞s.orgINamel235∞454
S叩ssOrchid Foun也“on

h即ゴ'lo民hid.w曲部.chlphpMyH釘も出山nll3921/1lPeristylusldens凶lLindley_Johnl 

Santapau _ Herrnenegild _ Kapadia _ zarir _Jamasjil甲民imen.php

円oraofChina Vol. 25 Page 138， 139 

h叩ゴ'/www.ef1oras.orglflora臥 onぉpx?flora_id=2&taxon _id=242制4554

イヨトンボ

環境省RDBではfイヨトンボ Peristylusiy'叩lSisJとして指定されているが，

fイヨトンボ Habenariaiy'伺】sisJとすべきである。

[学名l

Haben叩aiyoensis Ohwi 1936 

1異名]

Habenaria minor Fukuyama & Mぉamune;

Habenaria rup回出sT.P.Lin & T.W.Hu; 

Peristyl凶 iyoensisOhwi 

[和名]

伊予蛸蛤

[中国名]
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岩城玉鳳花(戸npo yu feng hua) 

l参考]

Kew 

http://apps.kew.orglwcsp/namede凶l.do?nameid=94869 

Plant List 

h叩ゾルWW.th句l釦tlist.orgltpVrcco同Ikew・94869

Tropicos 

h即://www.tropicos.o屯川amel23514098 

F10ra ofChina Yol. 25 Page 147， 158 

h叩ゴ'/www.ef1oras.orglf1orataxon.aspx?flora_id=抽出on_id=24241 331 1 

イリオモテラン

環境省RDBでは fイリオモテラン TrichoglottislutchucnsisJとして指定さ

れているが.rイリオモテラン StaurochilusluchuensisJとすべきである。

[学名]

Staurochil凶 luchuensis(Rolfe) Fukuyama 1942 

1異名]

Cleisostoma ionosmum Lindley仁lutschuenseM法ino;

Pomat∞alpa luchuense (Rolfe) Tang & F. T. Wang; 

Sta印。psisluchuensis Rolfe; 
Trichoglottis ionosma (Lindley) J.J. Smith var.luchuensis (Rolfe) S.S. Ying; 

Trichoglottis luchuensis (Rolた)Garay & H. R. Sw，回t;

Yando戸isluchuensis (RoJfe) Schlechter 

l和名]

西表蘭

[中国名]

豹紋掌唇附(baowenzh釦gchun1釦)

l参考]

Kew 
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h即:lIapps.kew.orglwcs抑制edetail.do?nameid= 196204 

Plant List 

http://www.th叩l釦 tlist.orgltpVreco吋/kew-196204

Tropicos 

h句ゴ'/www.tropicos.o宅/Namel50037273

Flora ofChina Vol. 25 Page 454， 455 

http://www.ef1oras.orglf1orataxon.aspx?f1ora_id=2&臥 onid=242426888 

クゲヌマラン

環境省RDBでは fクゲヌマラン C叩halan山田釘院tavar. shizuoiJとして指

定されているが， rクゲヌマラン C句hal釦theralongifoliaJとすべきである。

[学名]

Cephalanthera longifolia (し)fritsch 1888 

1異名}

C句halantherョaαm由ataLindley; 

Cephalanthera alpicola f山戸rnavar. shizuoi (F. Maekawa) T. Hashirnoto; 

C叩halantheraerecta (Thunberg) Blume var. shizuoi (F. Maekawa) Ohwi; 

Cephalanthera ensifolia (Swartz) Rich創刊r.acuminata (Lindley) Tang & F.T. 

Wang; 

C句halantheragrandif10ra Gray; 

C叩halan山町宮lonchophylJaReichenbach f.; 

C叩hal釦 theralongifolia (L.)町民hfonna釦gustifoliaMaire & Weiller; 

C句halanth匂amairei Schl民hter;

Cephalanthera pallens Richard; 

C叩halanth釘ashizuoi F. Maekawa; 

Cephalanthera thomω凶iReichenbach f.; 

C叩hal叩th釘axiphophyllum Reichenbach f.; 

Cymbidium xiphophyllum恒hrhartex L.f.) Swartz; 

Epipactis grandif10ra (し)Smith; 
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Epipactis longifolia (し)Allioni; 

Epipactis pallens Swart2; 

Epipactis xiphophylla (Ehrhart ex L.f.) SWart2; 

Helleborine longifolia (Allioni) S∞; 
Helleborine longi似ia(L.) M悦nch;

Limodorum grandiflorum (L.) Kuntze; 

Limodorum longifolium (し)Kun包e;

Serapias alba (Crantz) Salisbury; 

Serapias grandiflora し;

Serapias helleborine L. sub叩・longifoliaL.; 

Serョpiaslonchophyllum L.f.; 

Serapias longifolia (し)し;

Serapias nivea Villan;; 

Serapias palli也 Wahlenberg;

Serapias xiphophyllum日出制exL.f 

[和名]

鵠沼腕

[中国名]

頭蕊蘭 (tourui lan) 

[参考]

Kew 

http://apps.kew.orglwcsplnamede凶l.do?nameid=36658 

Swiss Orchid Foundation 

h即ゴlorchid.unゐぉ.ch/phpMyH釘もariuml637/1/Cephalanu閣がlongifoliaILinnae凶

CarνFritsch一KarVs開cimen.php

F10ra ofChina Vol. 25 Page 175. 177 

h叩ゾ'/www.efloras.orglflorataxon.aspx?flora_id=2&凶 on_id=200028573

遊川知久 f北海道に分布するクゲヌマラン類似植物J

htゆゾIhoppos創1Sokai.web.fc2.∞mJkaishilno26/26-04.凶f

[注意]
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ギンランの基本種 (C叩，halanthera釘民tavar. er芭cta)と同視する見解もある。

ムカデラン

環境省RDBではIムカデラン Cleisostomascolopen耐foliumJとして指定さ

れているが， rムカデラン Pela凶出回ascolo問 ldrifoliaJとすべきである。

I学名l

Pelatantheria scolo戸ndrifolia(M誌ino)Av，釘yanov1988 

1異名]

Cleisostoma scolopend的 lium(M成羽o)Garay;

Sarcanth凶 scolo戸n合'ifoliusMakino 

[和名]

百足蘭(蝦訟蘭)

[中国名]

娯松簡 (wugongl釦)

[参考]

Kew 

httpゴ'/apps.kew.orglwcsp/namedetaj)'do?name_id= 149572 

Plant List 

http://www.theplantlistorgltpVreco吋lkew-149572

Tropicos 

h叩ゴルww.tropi∞s.orgINamel50023782

Swiss Orchid Foundation 

http://orchid.unib田.chlphpMyHerもarium/16057 /llPelatantherialscolopen命ifolial

M紘泊。'_Tomitarol Averyanov _ Le。凶dVJ:勾蹴imen.php

日oraof China Vo). 25 Page 456 

http://www.efloras.orgl自orataxon.aspx?flora_id=2&凶 on_id=25∞92874

オサラン

環境省RDBでは fオサラン Eriarep凶凶として指定されているが， rオサ
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ラン CondudiumjaponicumJとすべきである。

[学名l

Conchidium japonicum (Maximowicz) S.c. Chen & J.J. W制 2009

[異名l

Aeridostachya均凶s(Kuntze) Rauschert; 

Callista児p凶 sKuntze; 

Dendrobi凶n陀p凶 sFranchet & Sava凧 notSwartz; 

Eria包t担nensisHayata; 

Eria hosokawae A.D. Hawkes & A.H. Heller， 

Eria matsudae Hayata; 

Eria japonica M似 imowicz;

Eria陀ptans(Kunぼ )M出 no;

Eria陀ptans(Kuntze) Makino var. matsudae (Hayata) S.S. Ymg 

l和名]

緩酬

{中国名]

高山蛤麟 (gaoshan ge lan) 

[参考]

Kew 

hnp:l/apps.kew.orglwcsp/narn剖etail.do?n訓 eidヰ62613

Tropicos 

hnp:l/www.tropicos.orgINarne/1ω352353 

Swiss Orchid Foundation 

hnp:l/o民hid.unibas.ch/phpMyH釘bariωnl2068997/I/ConchidiumljaponicumIM畝i

mowicz _ Carl_Johannlspecimen.php 

Aora ofChina Vol. 25 Page 347，348 

hnp:l/www.efloras.orglflorataxon.ぉpx?f1ora_id=2&taxon _ id=250092738 

ナンパンキンギンソウ
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環境省RDBでは「ナンバンキンギンソウ Gα刈yeragrandisJとして指定さ

れているがI rナンパンキンギンソウ GoodyerarubicundaJとすべきである。

{学名]

G∞dy'釘arubicunda (Blume) Lindley 1839 

1異名]

Epipactis gr加 dis(Blume) A.A. Ealon; 

E.pap凶 na(則dley)A.A. Ealon; 

E. rubicunda (Blume) A.A. Ealon; 

G切にhisrubicunda但lume)HReichenbach f.; 

Gα刈yerac1avala N. P回rce& P.J. Cribb; 

Gα刈yera∞nfundensJ.J. Smith; 

Gα刈yeragrandis但lume)Blume; 

Goodyerョlongibract回laHayヨ匂;

G叫 yeralongi∞lumna Hayala; 

Gα刈yerapap凶 naRidley; 

GαxiyerョrubensBlume; 

Gαxlyera yaeyamae Ohwi; 

N回 ttiagrandis Blume; 

Nωttia rubicunda Blume; 

Orchiod田 grandis(Blume) Kuntze; 

Orchiod回 rubicunda(Blume) Kun凶;

Peramium longibracteatum例ayala)M紘mo;

Per加 liumlongicolumna (Ha戸匂)M紘加0;

Rharnphidia rubicunda (Blume) F. Muller， not Reichenbach f.; 

Spiranth回 grandis(Blume) H鉛skarl

i和名]

南蛮金銀草

i中国名l

紅花斑葉葉(honghua ban ye lan) 
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[参考]

Kew 

h叩://apps.kew.orglwcsp/nam吋etail.do?nameid=91915 

Plant List 

h叩://WWW.th叩lantlisl.orgltpνreco吋lkew-91915

Tropicos 

http://www.tropicos.orgINamel50015922 

Swiss Orchid FOW1dation 

http://orchid.W1ゐas.ch/phpMyHerもariwn/3069521I/Gα対yerヨ/rubicW1daIBlumeC 

arl_ Ludwig_ von/Lindley _John/specimen.php 

Aora ofChina Vol. 25 Page 46，50 

h叩://www.efloras.orglflora臥 on.aspx?flora_id=2&taxon_id=2424 1 3275 

ヤクシマアカシュスラン

環境省RDBでは fヤクシマアカシュスラン HetaeriayakusimensisJとして

指定されているが，rヤクシマアカシュスラン悶10m加da戸kusimensisJとす

べきである。

l学名l

Rhomb吋ayakusimensis (Ma坦mune)Onnerod 1995 

1異名]

Goodyera pogono巾卯chaHandel・Mazze凶;

Heta出acristata Blume var. minor Rendle; 

Hetaeria cris匂凶Blumevar. tokioi (F叫ωyama)S.S. Ying; 

Hetaeria tokioi f此uyama;

He凶eriayak凶imensis(Masamune) Ma泊muneex E. Walker; 

附lOmbodapogono叶明lcha(Handel-Mazzetti) Onnerod; 

Rhomboda tokioi (Fukuyama) Onner吋;

ze以 ine戸知simensisM制lTIW1e

[和名]
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屋久島赤締子蘭

[中国名]

白肋菱醐(bailei ling lan) 

[参考]

Kew 

http://apps.kew.orglwcsplnamedetail.do?name_id=178271 

Plant List 

h句ゾiv.明w.th叩i叩 tlist.orgltpν悶 0吋/kew-17827I

Tropicos 

h即://www.加 picos.o喝小lamel100251328

F10ra ofChina Vol. 25 Page 65， 68， 69 

http://www.efloras.orglflora凶 on.aspx?flora_id=2&taxon_id=242414217 

サカネラン

環境省RDBでは「サカネラン Neo凶anid山・avisvar. man也h町i回 jとして指

定されているが， rサカネラン NeottiapapilligeraJとすべきである。

[学名]

N田凶apapilligera ScW配hter1920 

1異名]

N田 ttianid凶 -avisvar. m釘lShwicaKom釘"()v:

N伺 ttiapapilligera ScW民hterfonna glabe而maKitagawa

[和名]

逆根醐

[中国名]

凹唇鳥巣蘭 (aochun niao chao lan) 

[参考]

Kew 

http://apps.kew.orglwcsplnamedetail.do?name _id= 134274 

Plant List 
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http://www.th叩lantlist.orgltpVr，民0吋/kew-134274

Tropicos 

http://www.tropi∞s.o屯lNamel23513285 

FloraofChina Vol. 25 Page 185， 187 

h叩:1/www.eOoras.orglOorataxon.aspx?Oora_id=2&臥 onid=25∞92544 

ヤエヤマヒト‘~クロ

環境省RDBでは fヤエヤマヒトツボクロ Nerviliaarago釦 aJとして指定さ

れているがI rヤエヤマヒトツポクロ Nervilia∞n∞10rJとすべきである。

{学名l

Nervilia concolor (Blume) Schl民hter1911 

1異名]

Aplostellis f1abelliforrnis (Lindley) Ridley; 

Epipactis回巾ataRoxb山静;

Nervilia銅 go釦aGaudichaud; 

Nervilia臼rinata(Roxbur酔)Schl舵hter，

Nervilia flabel1ifonnis (Lindley) Tang & F.T. W:加g;

Nervilia s∞ttii (Reichenbach f.) Schl民hter，

Nervilia tibetensis Rolfe; N. yae戸mensisHayata; 

Pogonia carinata (Roxb山静)Lindley; 

Pogonia concolor Blume; 

Pogonia flabelliforrnis Lindley; 

Pogonia gracilis Blume; 

Pogonia nervilia Blume; 

Pogonia氏。ttiiReichenbach f.; 

Roptrosternon concolor (Blume) Lindley 

[和名]

八重山一黒子

[中国名]
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広布芋蘭(伊加gbu卯 l釦)

[参考l

Kew 

hnp:l/apps.kew.orglwcsplnamedetail.do?name_id= 135271 

P1ant List 

http://www.th叩lantlistorgltpVreco吋/kew-135271

Tropicos 

http://www.tropi∞s.o喝/N制el5∞17∞3
F10ra ofChina Vol. 25 Page 198，2∞ 
h叩://www.efloras.orglflora臥 on.aspx?flora_id=2&臥 on_id=22∞09205

ヒナチドリ

環境省RDBでは IヒナチドリOrchischidoriJとして指定されているが，

fヒナチドリ Poneror由ischidori (またはPonero耐 ischidorii) Jとすべきであ

る。

[学名]

Ponerorchis chidori (Makino) Ohwi 1936 

1異名]

Ch出国chidoriiゆ4法ino)P.F. Hunt; 

G戸lU1ader由 chidori(M故山o)M政ino;

Gynmadenia chidorii (Makino) Makino; 

Habenaria chidori M必匂10;

Ha加lariachidorii MaI叩0;

Orchis chidori (Makino) Sch1配hter;

Orchis chidorii (Makino) Schl配hter

[和名]

雛千鳥

[参考]

Kew 
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http://apps.kew.orglwcsp/namedetail.do?n創neid= 1 63256 

Plant List 

http://www.thepl釦tlist.org/tpVr'民ordlkew-163256 

Tropicos 

http://www.tropicos.o怒川創nel23514似4

[注意]

Kewは，Ponerorchis chidorii (M北ino)Oh明 1936としている。

ウチョウラン

環境省RDBでは!ウチョウランOrchisgraminifoliaJとして指定されてい

るが，rウチョウラン Ponerorchis 伊 minifoliaJとすべきである。

[学名l

Ponerorchis grョminifoliaReichenbach f. 1852 

[異名]

Gynmadenia grョminifolia(Reichenbach f.) Reichenbach f.; 

Gynmadenia rupes出sMiquel; 

Orchisgr沼恒凶folia(Reichenbach f.) Tang & F.T. Wang; 

Orchis graminifolia (Reichenbach f.) Tang & F.T. Wang var. chidori (Soo) M. 

Hiroe; 

Orchisgr加旭川folia(Reichenbach f.) Tang & F.T. W;釦 gvar. sほ叫d釦 aOhwi; 

Orchisrup目白宅var.chidori SOO; 

Orchisru戸S出s(Miquel) Schlecht釘;

Ph制asiapulchelJa Blume ex Miquel; 

Ponerorchis graminifolia Reichenbach f. var. suzukiana (Ohwi) SOO; 

Ponerorchis suzuk.iana (Ohwi) J.M.H. Shaw 

[和名]

羽蝶蘭

{参考]

Kew 
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http://apps.kew.orglwc叩Inamedetai1.do?name_id= 163263 

Plant List 

h町:llwww.thepl釦tlistorgltpVreco吋lkew-163263

Tropicos 

http://www.加 picos.o屯IN釧el235J4645

Swiss Orchid Foundation 

http://orchid.unibぉ.chlphpMyHerもariwn/5J 7681 J 1P0nerorchis頓ョminifoJia/Reich

enbach _ Heinrich _ Gustav/SJ蹴 imen.php

カシノキラン

環境省RDBでは「カシノキラン SaccoJabiwnja阿 IIcwnjとして指定され

ているが， rカシノキラン GastrochiJusjaporuc凶jとすべきである。

i学名]

GastrochiJus japonicus (M紘ino)Schl配ht釘 1913

1異名]

Gastrochil凶 hoJttumi加山S.Y.Hu&B包T窓口0;

Gas町田hiJ凶taiwanian凶 S.S.Ymg;

SaccoJabiwn japonicwn Makino 

[和名]

樫木蘭

[中国名]

黄松盆距削(huangωngpenjuJ釦)

[参考]

Kew 

http://apps.kew.orglwcsplnamedetaiJ.do?name_id=88705 

Plant List 

http://www.出句JantlistorgltpVreco吋lkew-88705

Tropicos 

h叩:I/www.tropi∞s.o屯lNamel5003ω65
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Swiss Orchid Foundation 

h即ゴ'lorchid.unibぉ.chlphpMyH的問wnl253259/1/Gぉ也前hilusljaponic凶1M必叩

o Tomitaro/Schl吋lter_Fridrich _ Richard _ Rudolfi'specimen.php 

FJora ofChina Vol. 25 Page 492， 494 

h叩:llwww.efloras.orglf1ora臥 onぉpx?f1ora_id=2&taxon _id=2424 13233 

1注意]

従来，マキパラン (Gastrochil凶 somaeまたは Gastrochilussomai)はカシノ

キラン (Gastroc'hil凶 japo凶cus)とi司ーの種であるとする見解が有力だった

が.Kewでは別種として扱っている。

マツラン

環境省RDBでは Iマツラン Saccolabiumm向山加jとして指定されている

が rマツラン Gastrochil凶 m白山加Jとすべきである。

[学名]

Gastrochi)凶 m路 uran(M法ino)Schl配hter1919 

[異名]

Saccolabium matsw加 Makino

[和名]

松蘭

[参考]

Kew 

http://apps.kew.orglwcsplnamedetail.do?name_id=88713 

Plant List 

http://www.theplantlist.orgltpVr配 0吋lkew-88713

Tropicos 

http://www.tropicos.。屯!Namel50036398

Swiss Orchid Foun也討on

hれp:llorchid.山ubas.chlphpMyH匂もariwnl2068508/1/Gas位。chiluslmats山首lfMakin

o _ Tomitaro/Schl民hterFri耐ch_Richard _ Rudolfi's~舵imen.php
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モミラン

環境省、RDBでは Iモミラン SaccolabiumtoramanumJとして指定されてい

るが. rニモミラン Gastrochi1us toramanum (またはGastroclulustoramanus) Jと

すべきである。

[学名]

Gastrochilus toraman山nゆ1akino)Schl配hter1919 

1異名}

Saccolabium toramanum Makino 

[和名]

縦蘭

[参考]

Kew 

h叩ゴ'/ap戸・kew.orglwcs抑制球凶l.do?name_id=88788 

Plant List 

httpゴ~www.theplantlislorgltpν問。吋lkew-88788

Tropicos 

http://www.位。pi∞s.orgINamel5∞11209
[注意]

Kewは.Gas町田hil山 toraman山小4法ino)Sc!hlechterとしている。

オオハクウンラン

環境省RDBでは Iオオハクウンラン恰xillabiumfissumJとして指定され

ているが. rオオハクウンラン K曲目1部seltian法aianaJとすべきである。

[学名l

k曲目3笛seltian法aiana(F. Maekawa) onn釘002∞2
1異名]

淀川J1abiumbor回leF. Maekawa; 
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Vexillabium fiss凶nF. Maekawa; 

Vexillabium inamii Ohwi; 

Vexil1abium nakai釦 umF. Maekawa; 

Vexillabium y.法的imense(Yamamoto) F. Maekawa var. nakaianum (F. 

Maekawa) l:B. Lee 

[和名]

大白雲隅i

[参考]

Kew 

hηp:l/apps.kew.orglwcsplnamedetai1.do?n訓 e_id=251 167 

Plant List 

http://www.thepl釦tlist.orgltpVreco吋/kew-251 167 

Tropicos 

h叩ゴ加ww.tropi∞s.o喝/Namel1 002 1 1794 

準絶滅危倶(附)

ユウレイラン

環境省RDBでは fュウレイラン Didy.moplexis subcampanulataJとして指

定されているが. rュウレイラン Didy.moplexis pallensJとすべきである。

[学名]

Didy.moplexis pallens Griffith 1843 

[異名]

Ape凶onminurum Wight; 

Areth凶aecristaωGri伍山;

Cheirostylis kanarensis Blaner & McC創m;

Didy.moplexis b陀vipesOhwi;

Didy.moplexis subcampanulata Hayata; 
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Didymoplexis sylvatiω(Blume) Garay; 

Epiphan巴 pallens(Griffith) Reichenbach f.; 

Gastrodia pallens (Gri伍th)F. Muller， 

Leucorchis sylvatica Blume 

[和名]

幽霊醐

[中国名]

双唇醐 (shuangchun 1an) 

{参考]

Kew 

http://apps.kew.orglwcsplnamedetail.do?name_id=61658 

Plant List 

http://www.thepl釦 tlistorgltpVreco吋/kew-61658

Tropicos 

http://www.tropi∞s.o弔/Namel5∞30431
Swiss Orchid Foundation 

h即ゴ'/orchid.w曲槌.ch/phpMyHerbarium/306915/llDid戸noplexislpa1lenslGri缶山

一Williamlsp民imen.php

Aora ofCh.ina Vo1. 25 Page 205 

http://www.efloras.orglflora臥 onぉpx?flora_id=2&臥 onid=22∞04101 

オキナワムヨウラン

環境省RDBでは Iオキナワムヨウラン Lec釦orchis凶obaJとして指定さ

れているが.rオキナワムヨウラン Lecanorchis javanicaJとすべきである。

l学名]

Lecanorchis javanica Blume 1856 

1異名]

Lecanorchis出lobaJJ. Smith; 

Lecano民hispapuana Schl配hter，

52 



Lecanorchis paucif10ra J.J. Smith 

[和名]

沖縄無禁断

[参考]

Kew 

h叩ゴ'lapps.kew.orglwcsplnamede凶I.do?nameid= 1 091ω 

Plant List 

h叩://www.出eplantlist.orgltpVrec州知w-l091ω

Tropicos 

h即:Jlwww.tropicos.orgINamel5∞3ω70
Swiss Orchid Foundation 

http://orchid.unibぉ.chlphpMyHerも釦uml306卯4/1江...ecano陀hisljavanica厄lume

Carl_Ludwig_ von勾蹴imen.php

以上
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ランを食害するハモグリパエの名前の謹

大貫一夫

ランを食害する日本産のハエに関する最も古い文献情報は、私の

識る限りでは、 198 6年1月1日発行の『自然と野生ラン』創刊

号に、 i氏が執筆しているトクナガハモグリパエに関するもの

です。この記事の冒頭で「野生ランの害虫についての研究は皆無と

いってよい程研究が進んでおらず、筆者が作物害虫の研究の片手間

に細々と続けてきた結果がわが国での唯一のものではないか、と思

っているほど野生ランについての害虫の研究成果はすくない。Jと述

べられております。

倉附号でー コ 氏が取り上げた「トクナガノ叶グ、リパエ」というの

は、この記事に拠れば、以下に引用したような被害をエビネに与え

ます。

「成虫はエビネのまだ展開しない新芽の葉鞘の地際部の葉組織内に

産卵し、幼虫は葉肉内に潜って食い進むので黒変したすじ状の食害

痕がみられるようになり、多いときにはー芽に数頭の幼虫が食い込

んでいることもある。

幼虫は芽の芯部にまで食い込むと、芽のなかの葉や花茎、つぼみ

までを侵し、被害芽は満足な開花をみない。

(中略)

発生はかなり早い時期から始まるらしく、 1975年の観察では

4月9日現在でさなぎ率が50パーセント、同 12日にはじめて成

虫が発生してきたから、かなり早い時期に産卵が行なわれるものと

推察される。J

現在、 」 でエビネに発生しているハモグリバエ類の被害

は、専ら果実に対してのみであり、被害の発生(産卵の開始)は5

月以降です。この記事の写真には、エヒoネの葉に潜っているハエの

踊が写っていますが、 のハモグリパエがランの葉に潜ってい
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るのを、私は見た事が有りません。従って、この記事で述べられて

いる 「トクナガ、ハモグリパエJは、 jl'ー~ーで被害を与えているハモ

グリパエとは、明らかに異なるものだと考えられます。

ラン ・ネットワークでは、 1998年の活動開始以来、自生地での

採種・播種に取り組んできましたから、当初からハモグリパエには

注目してきました。 のハモグリパエに関しては、初代代表の

井上健先生が『ラン ・ネットワーク JAPAN~ 第 3 号 (2001)の42 

ページに記事を載せています。この記事の前半部分を以下に引用し

ます。

r 1 998年に「一一 で採集されたマヤランの食害昆虫につ

いて、ハモグリパエの専門家のf)「大学の一ー 氏に昨年同定を依

頼しました。その結果、以下の返事を貰いました。

『おくられてきた標本は、マヤランのものも、キンランのものも、

ツチアケビハモグリパエ Alelanagromyza galeolae Sasakawa， 1961 

(ノ¥モグリパエ科、 Agromyzidae)だと思います。このハモグリパエ

は、四国のツチアケビの果実から羽化したもので記載され、私も京

都のツチアケビから羽化させています。ツチアケビから羽化するも

のと本当に同種かどうかはもっと詳細に比較する必要があるかもし

れません。』

新種の可能性もありますが、とりあえずツチアケビ‘ハモグリバエ

としておきましょう。J

この記事以降、私自身としては、 q のラン科植物を食害する

のは、ツチアケビハモグリバエで、あるJとしてきました。

上記の 産のハモグリパエの同定に先立ち、長谷川等 (1987)

のクマガイソウの果実への被害の報告、またSugi ura (1997)のコケ

イランの果実への被害の報告がそれぞれあります。この時期、よう

やく自生地のランに対するハモグリバエ類の被害が、極一部でです

が注目されだしたようです。長谷川等(1987)の報告では、食害す

るハエの名前を「シュンランキモグリパエ(A1elanagromyzatokunagai 

Sasakawa) としています。
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2000年代になると、 三二大学農学部の !先生等が、大学

構内(東京都町田市・神奈川県川崎市 ・横浜市に跨がる)で、シュ

ンラン・キンラン・エビネ・シラン・ネジバナ ・オオパノトンボソ

ウ・サイハイランを食害するハエの研究を行ないました。その折り、

キンランに寄生したハエを、 一一戸・ ι 扶学教授 教授に同

定して頂き、「ランミモグリパエ ]apanagromyza tokunaga i 

Sasakawa Jとしづ名前をご教示されています。

今年 (2012)の3月 17日、筑波実験植物園のシンポジウムの折

りに、 ι先生に直接お話を伺い、 」 大学でのハモグリバエ類の

被害状況を聞いたところ、成虫の活動開始時期等から、

のものと同じものではないか、としづ感触を得ました。 f 大学の

ランミモグリパエとは、 のツチアケビ‘ハモグリパエと閉じも

のではないのかJとしづ疑問です。

さらに、私はこれまで「シュンランキモグリパエJとか「トクナ

ガハモグーリパエJという名前も聞かされてきました。いったいこれ

らの名前は、どうしづ関係にあるのでしょうか。

ところで、 3月17日午後のシンポジウムに先立ち、午前中には

ランの自生地播種に関するワークショップが開催され、それに出席

した私は、たまたま !大学大学院博士課程で 二 研究室の

さんという方と、同じテープ、ルを囲む事となりました。あの「ハ

モグリパエ専門家Jの ー先生の研究室の方です。筑波から東京

へ帰宅後、 r-:さんから頂いた連絡先へ電子メールで、ラン科植物
を食害する、 トクナガハモグリパエ・シュンランキモグリパエ ・ツ

チアケビ、ハモグリパエ ・ランミモグリバエといったハエ達は、閉じ

ものなのか、違うものなのか、問い合せてみました。そして概ね以

下のようなお返事を頂戴しました。

「ランミモグリパエ ]apanagromyza tokunagai Sasakawa Jは、こ

れまで fトクナガハモグリパエJ・「シュンランキモグリパエJと呼

ばれていたもので、最初は rMelanagromyzatokunagai SasakawaJ 

として記載されたものです。その後の検討で Melanagromyza属と異
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なる特徴を持つことが明らかになったため、 japanagromyza属に移

され、種小名のみそのままになったと考えられます。ツチアケヒずハ

モグリパエは、同じく「 先生により記載されたものなので、別種

だと思いますが、私自身では明確な差は無いと感じているので、シ

ノニムの可能性も有ると思います。j

どうやら上記四つの名前は、全て同じ種を指しているような気配

です。しかしながら、 fこれで一件落着Jとは言えないのが、冒頭で

紹介した、 氏が述べている fトクナガハモグリパエJの件で

す。既に述べた様に、ここで示されているハエの食害の特徴は、

ー!で見られるものとは明らかに異なります。「ランミモグリパエj

という新しい名前も、「葉には潜らず、実に潜るj とし、う意味でしょ

フ。

「トクナガハモグリパエjには、異なる 2種が混在しているのでし

ょう方、
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平成22年度ラン・ネットワーク総会(第13回)臓事録

日時 :平成22年8月28目 1 7時~

於 :筑波実験植物園会議室

出席者:阿部孝男、石井佑基、石川|律、遠藤和雄、大西清二、

大貫一夫、大橋秀昭、小田倉正圏、熊谷忠男、倉田英司、戸田祐一、

橋本季正、林義武、三橋俊治、山本伸一、遊川知久、渡辺交、

(オブ、ザーパー)

1 :代表後拶

2:平成21年度活動報告(2009年4月1目-2010年3月31日)

および平成22年度活動方針(2010年4月1目-2011年3月31目)

① 一一ー での活動 (大貫)→62ページ参照

②・・一戸ず谷地での活動 (阿部)

1 )現状

新たな埋め立てはなく、ここ数年変化はありませんが、すでに埋

め立てられた土砂が埋め立てられていない泥炭層の下にもぐり込ん

で、 全体が30cmくらい浮き上がっているようです。 は入口

に近い方が泥炭層の下が深いので、今まで盛り上がっていたのが数

年たち沈んできました。

10年ぶりくらいにサギソウが咲きました。このように、

は水があればサギソウが自然発生する所のようです。サギソウは保

護され、採取は減っています。

2)地元の棟子

地権者は、今までと同じく市に貸しておけばよいと考えています。

今年 f水パ‘ンョウの里」にパスで見学したいと申し込まれたが「案

内人がいなしリので、断ったそうです。
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3)管理している農林課

) J・の立ち入りについては好意的にしてくれています。数年、

埋め立てに使用していないのに賃借料を支払っているので困り気味

のようです。

4)保護すべき文化課

今までの担当者が退職し、新しい担当者は文化庁の意見を取り入

れ「何もしないことが保護Jと考えているようです。* 公民館が

協力している。館長が熱心。サギソウ展。

③l 建設に伴うランの保全について (三橋)

→カラーしおよび1色2ページ参照

④1 アツモリ ソウ生育域外保全事業経過報告 (大貫)

~ .. :Jのアツモリソウは、村内の一軒の庭の数株のほかは全て絶
えたと思われる。その株もウイルスに犯されていると思われる。 2009

年 6月 7日に人工受粉し、その後種子を採って播種したが、発芽し

なかった。

これをもって当会の「 「アツモリソウ生育域外保全事業Jは

終了とする。

⑤実生増殖部門報告 (倉田)

3 : rラン生息婿外保全ネットワークJ(仮称)股立について (三橋)
時期早尚により、今回は見送り。

4:ラン関係団体情報連絡会 (三橋)

第 14回総会の議事録(→69ページ)参照。

59 



5:世界ラン腹との相互リンクの件 (戸田)

-世界ラン展事務局(読売新聞)よりホームページ相互リンクの依

頼があり、了解した。しかし、ホームページの更新が会報だけだと

なかなか更新できない。活動状況をアップしたい(活動状況の提供

依頼 ・報告と写真)。

・活動場所の表示方法をどうするか。実名、伏せ字、県名のみ入れ

る、等々 。 「ま実名でもよいのでは?

6:希少種の種子の外郎曇託について(三橋)

希少種の種子を外部に委託し、保存を図る。 承認、

7:平成21年度の会計報告 (戸田)

平成22年3月末現在: ー円。平成22年5月末

より振り込みがあり、約 万円の資金があ

る(→61ページ参照)。眠らせておくのはもったいないので、ラン ・

ネットワークにふさわしい使途を考えたい。

8:第14回総会の場所と日時

総会の時点では来定(その後、 2011年7月16日、 15時より、吉

祥寺 f永谷産業貸会議室Jにて行うことに決定)。

*総会後、オブ、ザーパーの 氏(筑波実験植物園)の講演が

ありました(要旨は66ページ)。
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ラン・ネットワーク平成21年度会計報告書

(自:平成21年4月 1日~至:平成22年3月31日)
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の活動報告・活動計画

大貫一夫平成22年度 ラン・ネットワーク総会(第13回)

2010/8/28 

1)定期現地作業と自生ランの現況

例年通りに春・夏・冬の年3回の現地作業を、 2009年7月 1

9日・ 10年1月24日、 2010年5月15日、 2010年7月

1 9日にそれぞれ行なった。

主な内容は、キンランには入工受粉と防虫袋掛け及び出現茎葉数

調査(未開花茎を含む)、マヤラン、サガミランには防虫用ネットの

設置および地上出現花茎数調査、そしてキンラン、マヤラン、サガ

ミランの採種・播種及び自生地での播種等である。

マヤラン・サガミランに関しては、年毎の出現花茎数の増減はあ

るものの、やや減少傾向にあるようにも思える。ただ公園全体では、

調査区域に含まれていない地区で新たな群落の出現がかなり観察さ

れている。群落の遷移は明らかに認められる。注目される点は、当

初に比べてサガミランの比率が大きく増えているということである。

我々の調査が始まった当時は、サガミランの比率は全体の 1割以下

で、あったと考えられるが、本年 (2010年夏)の調査では、つい

にサガミランの数がマヤランを上回ってしまっている。

キンランは、今年春の調査では未開花茎を含め 147本が確認さ

れた。昨年は107本であり、 07年の 120本をも上回り、これ

までで最も多い。やや増加傾向と思える。消えてしまった株もある

が、新たに出現した株もかなり見られる。若し¥Ij、型の株が、一定の

範囲にまとまって発生している例も数ヶ所観察できる。これらは、

ある時期に地中の共生菌が活性化されたことの反映かもしれない。

ササパギンランが昨年初めて 1本観察されたが、その株が本年は

出芽直後に折られてしまった。近くで立ち木の伐採作業が行われた

影響と思われた。この種の作業は、請け負った業者がクレーン車な

どを持ち込み大掛りに行われる。我々の立場からは、出来るだけ冬
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期に実施される事が望まれる。

オニノヤガラは、今年は8本出現した。別に 2本が笹刈り時に伐

られていた事が判明し、また盗掘穴らしいものも 3ヵ所程見られた。

シュンランの実生株が数株まとまって発見されている場所がある。

また調査区域外では、シュンランの大株や実生株がまとまって発見

されている。これは単に今まで我々が見逃していたに過ぎない事例

であるが、やはり嬉しいことには違いない。

2)エピネ園

今年は、あらかじめ予期していた事ではあるが、エビネ園がかな

り悲惨な状況を呈している。花茎数を数えるまでもなく、誰の目に

も花数が少なくなっているのは明らかであり、わずかに咲いた花も

小さな花茎で花数も少なく 、みすぼらしい。実際、エビネ園を目当

てに来園された人からも失望の声が聞かれた。例年は株数の調査も

しているが、今年は貧弱な株が多数で、開花株も少なく個体識別が

困難なので、株数の調査は不可能で、あった。全体としては、 06年

以降で、今年は「最もみすぼらしい、惨めな状況j と言える。

ここ数年来のエビネ園の衰退の主因は、盗掘だと推定される。こ

れまでにも明らかにエビネを掘り採ったと思われる痕跡がたびたび

発見されている。芽数で言うと毎年100本単位で失われていると

考えなければ計算が合わない状況である。当初は500株を植え付

け、開花花茎数が 1000本を超えるのは時間の問題だと恩われた

が、実際には08年以降は毎年花茎数が減り続けている。

現在 fエビネ園の消滅Jも妃憂とは言えない段階に差し掛ってい

る。もとより多少の盗掘が発生することは折り込み済みで、 500

株を植え付けたわけであるが、現実は自然増殖するよりも早いペー

スで盗掘が進んでしまっている。 24時間監視をするわけにはし、か

ないので、今後もエビネ圏では盗掘が継続すると考えざるをえない。

第二の原因として、エビネ園の一部ではあるが、ここ 1........2年の

管理が行き届かず、他の林床の草本(トキワツユクサ等)に覆い尽
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くされてしまった部分があった。この点は我々自身の手で改善の余

地が大いにある。

以下にこれまでの調査結果を記す。く2011年の報告(73ページ)参照>

なお、本年8月は猛暑日が連続した上に、降雨が無かったので、

8月22日・ 27日にエビネ園に瀧水をおこなっている。

3)クマガイソウ聞

2005年早春に3株6芽植え付けたところ、出芽直後に4芽を

引き抜かれた。それでも地下茎の潜芽からやや復活し、 2007年

春には3株5芽で‘あったところ、昨年はとうとう 2株2芽のみであ

った。懸念された通り盗掘が継続しているようであった。

そこで最後の手段として、残された2芽を守るために、 仁一日公

園緑地管理事務所の了承を得て、 3月から株の周囲を完全にケージ

で囲うことになった。今年の春は、 2芽の内で大きい方の株が開花

した。 での開花は2006年以来で2度目である。 2006

年に開花した株は、最初の引抜きの被害を免れた株であったが、現

在では消えてしまっている。これまでの生育状況を考慮すると、現

地は盗掘にさえ遭わなければクマガイソウにとって好適な環境のよ

うに思われる。来年以降は、可能ならば人工交配を行い、無菌培養

で実生苗を量産したいものである。

今後もクマガイソウに関しては、エビネ以上に盗掘が憂慮される。

仮に増殖事業が進展したとしても、将来に渡ってケージの中で一般

公開するほか無いであろう。

4)山草園

ヤマブキソウが大群落となり、春はイチリンソウ、ニリンソウ等

とともにかなり見栄えがする状態となった。また今年の春には、ヤ

マユリの播種を行なった。今後数年の聞にヤマユリの大群落を育成

したい。

それにしても、呆れるのは盗掘の多さである。カタクリのような
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人気種はもちろん、ウラシマソウ、ムサシノキスゲ、ノアザミ、ホ

タルブクロ、オニユリ、キツネノカミソリ、リンドウと、数え上げ

たらきりがないほどである。開花期に乱暴に掘り盗る者もいるが、

休眠期直前の移植適期に盗掘を行う例も多い。盗掘防止には、開花

期以外には名札を設置しておかない方が良いようである。

カイコパイモ、タマノカンアオイ、カザグ.ルマ等の武蔵野地方産

の絶滅危倶種の収集と保存栽培も「生育域外保全Jとして、今後も

継続していきたい。

5)その他

遊川知久代表等の研究に対する協力として、マヤラン、サガミラ

ン、シュンランの播種試験等のお手伝いをさせて頂いている。本年

2月12日、 1 9日には [植物園支援研究員のこ一一コ (

I~) 氏が播種試験に来園された。また、昨年 9 月 8 日には、シ

ュンラン、マヤラン、サガミランの光合成量測定のために、遊川代

表と 川氏が来園された。測定には、クロロフィノレ蛍光測定装置 (p

AM)を使い、葉や果実の表面に蛍光を当てて行なった。

6月8日には、オニノヤガラの根状菌糸束を採取するために、独

立行政法人 」研究所のf で博士、 仁 ._ .'e生が来圏し、作

業に大貫が立ち合った。

毎年2月に東京ドームで開催される『世界らん展・日本大賞』に

おいて、本年はランの保護活動を特集したオーキッド ・フォーラム

が開催され、関連するパネル展示も行われた。その中で、ラン・ネ

ットワークのL Iでの保全活動も取り上げられた。

2月14日(日)のオーキッド ・フォーラムにおいては、最初に

「日本の野生ランの現状と保護 ・保全活動についてj としづ題で遊

川代表の講演が行われ、その後に 「ー におけるラン科植物

の保全Jとしづ題で会員の橋本季正の講演が行われた。また、パネ

ル展示では、大貫がケ二Jご で撮影した40点の写真とその解説

が展示された。 以上
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第13回ラン・ネットワーク総会での さんのお館要旨

(三橋記)

当植物園では、アジアのものを中心に約3500種の植物を保全栽培

している。空調の効いた温室は 17
0
C"-'23

0
Cに調節されている。水は

ROフィルターを通した、 pH6.7の浄水を使っている。浄水は余分

な成分を含まないため、思ったように肥料効果を高めることが出来

る。 10日に1回の割り合で、キレート ・硝酸カルシウム・ lカリ+

硫安・微量要素 ・硫酸マグネシウムを、 3000"-5，000倍を与える。

地生ランには油粕が効くが、球根植物に与えると腐ることがある。

シュスラン類も空調の効いた温室に置いているので成績がよい。南

方の、ンュスラン類も良好である。

主なカイガラムシは成虫になるとロウで覆われ、薬剤が効きにく

くなる。スプラサイドは耐性ができて効かないので、他の薬と混合

して使う。カイガラムシは厄介で、永遠の課題である。アブラムシ

も有機リン剤に耐性ができた。有機リン剤以外の薬剤をローテーシ

ョンして使うと効果がある。

保湿のため、床には入工芝を張り、特に湿度を求めるランには、

鉢を置くトレイの下に水を溜めている。加湿器も常時稼動し湿度

80%に保っている。蒸留水を使ってから、軟腐病や炭そ病が出にく

くなった。デンドロピウム ・セクション ・フォルモセは季節の変わ

り目の低温時期に炭そ病が出やすい。クエン酸を加え、 pH4にした

水で潅水すると、炭そ病や白絹病が出にくくなる。より酸性に近い

水は肥料が溶けやすくなるので、よく効く。純水を使うと生水苔が

よく育つ。弱った苗は水苔(酸性)植えにすると、根がよく張り、

回復する。純水は手触りがサラッとしている。パークはものにより、

成績が良否分かれる。葉の枯れこみはマグネシウムの不足による。

たくさんのランを保全栽培するには、職人芸だけでは限界があり、

プロデ、ューサー的な立場で仕事を進めることが望ましいが、人手不

足で思うようにならない。
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コルクは 1---2年でボロボロになり、水もちも悪いのでへゴに変

えている。へゴは水に浸して、アク抜きしてから使う。ヘゴなどに

ランを着生させると、ランが思うように好きなところに移動できる

からよし、。

管理上の制約から、 1種3株に制限している。大株づくりはせず

に、株の先端の元気のょいところを小鉢で‘作る。パックは、危険分

散のため他の植物園に寄贈する。

植替えは地生ランはまめに行う。ノ、ベナリア等球根を持つランは

毎年植え替える。シュスラン類で痛んだものはプラスチックケース

に生水苔で植え、密閉しておくと回復する。株の状態がよくなった

ら出す。ヒメミヤマウズラは外では作りにくいが、密閉栽培は成績

がよい。

一つしかないものはタネをつけて増殖する。肥料にマグネシウム

など、バランスの良い肥料を与えると子房が大きくなり、タネがつ

きやすい。また、花粉塊も大きくなる。花も大きくなる。葉がハダ

ニの被害で、ひどいものは水洗いをして手で落とし、月に3回薬剤

散布を行なう。
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平成23年度ラン・ネットワーク総会(第14回)繊事録
開催日時:平成23年7月16日 1 5時~

開催場所吉祥寺 f永谷産業貸会議室J

1 :平成22年度活動報告(2010年4月1目......2011年3月31目)

および平成23年度活動方針(2011年4月1日"""2012年3月31目)

① 二二アコでの活動(大貫) →7 1ページ参照

ー主物部の協力を得て、協同で作業を行うことに決定。

② (サギソウ自生地)での活動(阿部)

1 )立ち入りについて

ま民有地ですがi 市農林課が残土処分場として賃

借して管理しています。ラン・ネットの立ち入りについては公式に

は許可できないので文書もなく口頭で許可されています。

2)現状

埋め立てはほんの少し嵩上げした程度です。管理している農林課

の担当者の話では今後サギソウが自生している所へは新たに埋め立

てしないそうです。以前「 一一1の入り口付近の水田が隆起して問
題になったので現状を維持して嵩上げしていくそうです。

3)排水工事について

入口の水田が基盤整備工事を行います。 2X4mくらい

の大きな排水溝が作られ横にドレンと呼ばれる排水口があります。

そこから「 の水が流れる恐れがあるので担当する土地改良区

に相談したところ排水口を塞ぐと全体が浮き上がるので無理だそう

です。

4)今後の予定

近年種子が採れにくくなってきているので「虫J対策として開花

前に花全体を囲うようにしたいと考えています。
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③埼玉県内のd 建設に伴うランの保全について (三橋)

→カラー 1ページ、および1色2ページ参照

④実生増殖部門報告 (倉田) →カラー6ページ参照

⑤ラン関係団体情報連絡会 (三橋)

洋ラン関係団体以外の参加はラン ・ネットワークだけになった。

野生ラン関係の話題は出ない。

2:保全活動に伴う、交通貨・食事補助について(戸田案)

での活動 昼食費 1000円/人

-収入を伴う事業活動 日帰り 交通費実費+昼食費 1000円/人

11 宿泊を伴う 交通費実費+宿泊費実費

( 1泊2食のみ)+昼食費 1000円/人

* 上記の内容で承認

3:コゴメキノヱラン生体値渡について (三橋)

環境省(新宿御苑)との間で、推進を前提に話し合っている。担

当者が熱心なので実現の可能性があると思う。

4:平成22年度の会計報告 (戸田) (資料添付、 70ページ参照)

5:第15回総会の場所と日時

総会の時点では未定(その後 2012年8月 25日に八丈島(民宿自

由が丘)で開催することに決定)。
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ラン・ネットワーク平成22年度会計報告書

(自平成22年4月1日~歪平成23年3月31日)
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ρ活動報告・活動計画
大賞一夫平成23年度 ラン・ネットワーク総会(第 14回)

2011/7/16 

1)定期現地作業と自生ランの現況

例年通りに冬・春の現地作業を、 2011年1月23日、 2011年4月

29日にそれそeれ行なった。なお、夏の現地作業は、明日、 7月1

7日に行う。

主な内容は、キンランには人工受粉と防虫袋掛け及び出現茎葉数

調査(未開花茎を含む)、マヤラン、サガミランには防虫用ネットの

設置および地上出現花茎数調査、そしてキンラン、マヤラン、サガ

ミランの採種・播種及び自生地での播種等である。

マヤラン・サガミランに関しては、本年の調査がこれからである。

冬期の播種に関しては、ここ 1.......2年は防虫ネットの中の完熟果実

を放置し、風散布に任せている。

キンランは、今年春の調査では未開花茎を含め 198本が確認さ

れた。昨年は 147本であり、一昨年は 107本であった。昨年に

引き続き増加傾向が明らかである。圏内の調査区域外でも昨年同様

に若い株が多数発見されており、例えばポンプ小屋の南側部分で、は、

昨年キンランが30本、今年は46本が数えられ、圏内全体では3

00本以上が出現していると考えられる。キンランの播種を、マヤ

ラン、キンランの新しい出現が見られた j地区で1月23日の現地

作業時に行なった。

昨年来、シュンランの若い株がかなり発見されている。興味深い

事は、シュンランの実生が見られる場所では、キンランの実生の発

生も観察される事である。例えば、 H地区・掴 R南側部分で

ある。

シュンランに関しては、我々が活動を開始した時点では、調査区

域内では、ほとんど全く見られなかった。

ササパギンランが2009年に初めて 1本観察されたが、その株が翌
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年 (2010年)の出芽直後に折られてしまった。幸い今年も同じ場所

に健全な状態で1本出現している。

オニノヤガラは、昨年は10本出現したが、今年は見られない。

公園案内所の話に拠れば、 A地区で1本見られたという話である。

し、ずれにしても、一時の勢いは無くなった。

サイハイランはE地区の株が現状不明であるが、新たにF地区で

2芽発見された。

2)エビネ図

昨年も悲惨な状況で、あったが、今年の春はより一層酷い状態であ

った。その原因は、数年来の盗掘に加えて、昨年夏の酷暑と皐魅で

あると考えられる。昨夏は、 8月22日から9月8日に台風8号に

因る降雨があるまで、数度潜水を行なったが、既に f焼け石に水J

の状態で、エビネ株のダメージは相当大きかったと考えられる。今

年も梅雨明けが異常に早く、また6月下旬から酷暑が続いている。

しかし今年は潜水用に30mのホースリールを購入しており、すで

に1回現地で瀧水作業を行なっている。今後も天候に注意をし、必

要に応じて瀧水を行い、エビネの生育には万全を期したい。なお、

虫媒に因って結実した花茎には、例年同様に袋掛けを施している。

[エビネ因調査結果1 03年例年 05年凶年 07年 08年 09年 10年 11年

保数 500 461 460 465 425 347 

芽数 1194 1083 1102 1300 1102 1150 579? 

花茎数 。 2 197 767 803 754 679 386 316 
開花率(%) 。 16.5 70.8 72.9 58.0 60.8 33.6 ワ

1株当たりの芽数 2.6 2.4 2.5 3.1 3.2 

なお、本年分のエビネ圏の芽数であるが、調査日以降に出芽したと

思われる株がかなりあり、夏の定期作業時に再調査を行し、たい。
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3)クマガイソウ画

最後に残された2芽を守るために、昨年3月から株の周囲を完全

にケージで囲うことになった。今年の春は、 2芽の内で大きい方の

株が開花した。昨年と全く同じ状態である。昨年夏の猛暑と早魁で、

秋口には地上部が枯死してしまったのが、現状維持(足踏み)の原

因と恩われる。逆に言えば、通常の生育が可能であれば、作上がり

とその結果として栄養繁殖が十分に期待できる。エビ‘ネ菌のエビネ

同様に、管理に万全を期したい。

4)野草園

春は非常に見栄えがする状態となり、来園者に好評を博している。

公闘案内所の依頼により野草園の花暦を作成したので、資料として

添付する。

6年前にヤマユリの実生小球を 150球植え付けたのが、僅かに

現存し、一部がようやく開花サイズに達し、今日現在、開花中であ

る。一方で、未だに1枚葉の状態の株もある。現在、新たに数10 

0球のヤマユリ実生を育成中である。今回は、茎立ちできるサイズ

まで育成してから現地に植え込む予定である。

5)その他

遊川知久代表等の研究に対する協力として、マヤラン、サガミラ

ン、シュンランの播種試験等のお手伝いをさせて頂いている。現在

播種試験が現地で継続中である。

以上
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「武蔵野の野草園J花暦 (梅林周辺の野草の花暦です)

3月 f4月 15月 16月 I7月 I8月 I9月 110月|

アズマイチゲ • 
h 

カントウタンポポ -・l・・・・・
ミチノクフクジュソウ -・'
カタクリ • 
タチツボスミレ •• 
イカリソウ ••• 
マノレパスミレ • 
ウラシマソウ •• 
ヒトリシズカ I •• 

スミ レ • • 
イチリンソウ • 
ニリンソウ • • 
ジロボウエンゴサク •• 
ヤマブrキソウ •• 
ヒメウズ •• 
チゴユリ • 
エビネ • • 
キンラン •• 
ムサシノ キスゲ ...1 
カザグ‘ノレマ • 
アヤメ • 
ノアザミ • • 
ドクダミ 1.. 
ホタノレプ‘クロ ，... . 
オカトラノオ '.. 
チグケサシ .' 
ヤマユリ ..: 
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5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

ノカンゾウ ••• • 
ヤブカンゾウ •• • 
オニユリ • 
アキノタムラソウ • ••• ••• •• 
キツネノカミソリ •• 
ヤマホトトギス ••• •• 
ヤマジノホトトギス • •• 
ユウガギク ••• ••• ••• 
ウパユリ • 
カントウヨメナ ••• ••• ••• 
センニンソウ • •• 
ツノレボ ••• 
シラヤマギク •• ••• 
ツリガネニンジン • ••• 
ノハラアザミ ••• ••• ••• 
ワレモコウ •• •• 
ミゾソパア • •• 
キノキリンソウ •• 
コパギボウシ •• ••• ••• • 
トネアザミ • ••• 
シロヨメナ •• 
イヌショウマ •• •• 
ノコンギク • • 
リンドウ •• • 
リュウノウギク •• •• 」
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ラン・ネットワーク規約

1. 名称:本会はラン ・ネットワークと称する。

2. 目的:日本のラン科植物の自生地における保全をはかる

ことを目的とする。

3. 会員:前項の目的に賛同するものをもって会員とする。

4. 活動:( 1 ) 2項の目的を達成するために必要な活動を行う。

(2 )総会を年1回開く。

( 3)会報を発行する。

5. 役員:顧問、代表、高IJ代表、会計および幹事を置き、会の運

営にあたる。

6. 会計年度:会計年度は4月1日から翌年3月31日までとする。

7. 規約改正:規約の改正は総会において行う。

付員IJ:この規約は 1998年7月19日より発効する。

役員

岩槻邦男(顧問)、遊川知久(代表)、三橋俊治(副代表)、

戸田祐一(会計 ・事務局)、大貫一夫(幹事 ・自生地)、

大西清二(幹事・編集)、倉田英司(幹事 ・無菌培養)
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No. 

ラン・ネットワーク入会申込書

規約に定める目的に賛同し、入会を申し込みます。

西暦 年一一月 日

氏名

住所干

電話番号(fax ) 

所属団体(愛好会、研究会、学会など)

該当するところにO印をつけてください(複数可)。資料とします。

ラン ・ネットワークの目的に賛同するが、具体的な活動は難しし、。

近距離の自生地(日帰り)の調査、保全・修復作業に参加可能。

遠距雌の自生地(宿泊)の調査、保全・修復作業にも参加可能。

無菌培養による遺伝子保存、増殖に協力可能。

緊急諸機(開発などで自生地が破壊される場合希少種を採取して保存

栽培する)のランを受け入れ可能。

*緊急避難を受け入れる場合に栽培が得意なランの名前をあげてくだ

さい。 (00の仲間などおおまかな記載でも結構です)

会費:年会費3，000円 入会金不要

申込書送付先:(事務局)干312-0041 ひたちなか市西大島ト26-23

戸田祐一 tel 029-274-1300 

[この入会申込書はコピーしてお使いくださし、]
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